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玉の輿マウントをとってきた義妹を見返すため王妃を目指しているのに、腹黒第二王子が求婚してきました
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第一章　港町












　女神から『祝福の地』という名を授けられたというエルド王国。

　由来からしても歴史の古い国である。

　そんなエルドの地の東にある最も大きな港町でのことだった。






　この日、ディトン伯爵家の者で、いちばん低い鼻をしていたのはレイリアだった。

　そして、いちばん鼻高々としていたのは、継母の連れ子で一歳違いの妹。レイリアの母が亡くなり、父の再婚で六歳の時に姉妹となってから、十年以上ライバルとして事あるごとに張り合ってきたアンジェラだ。

　アンジェラとは、その美しさやドレスの趣味など、どちらがいちはやく流行を取り入れるかを争ってきた。

　だが、その勝負が、ついに決着してしまった。

　アンジェラが、結婚するからだ。

　しかも、相手は小さな島国ながら、第三王子というかなりの玉の輿。

　公式の訪問ではなかったその第三王子と、その身分を知らずに舞踏会で知り合ったアンジェラは、瞬く間に恋に落ちたらしい。

　そんな夢物語のようなロマンスに、ここしばらく社交界の話題は持ちきりだった。

　主役は、アンジェラ。

　長年のライバルであったレイリアは……脇役としての出番もない。

「おしあわせにね！」

「うらやましいわ、本当に」

　アンジェラの友人たちが口々に祝いの言葉を贈っている。

　カモメの耳障りな鳴き声が、ますますレイリアの心を白けさせる。

　そうして、いよいよ船が出るという時、アンジェラが、明らかに見下すような目でわざわざレイリアを見た。

「レイリア」

　嫁ぐ娘と見送る家族でさんざん涙涙の大盛り上がりを見せていたのだから、このままレイリアのことは無視して行けばいいのに。

「それじゃあ、元気で。レイリアもできるだけ素敵な結婚相手を見つけてね」

　高笑いをしたアンジェラは、すぐに自分はもう王子の妃なのだからとばかりに気取った仕草で口元を羽根扇で隠して言った。

「もちろん私には敵わないでしょうけど……ね」

　レイリアは奥歯をギリギリと噛みしめそうになったが平静を装って微笑んだ。

「まあ、心配にはおよばないと思うわ。すぐにあなたを驚かせることになるかもしれないし」

　負け惜しみが耳に心地いいとでもいった様子でアンジェラがにんまりと目を細める。

「ふふ、楽しみにしているわ。せいぜいがんばって」

　そう得意げに言うアンジェラと睨み合っていると、後ろから突き飛ばされた。

「な……っ」

　危うく海に落ちそうだったと非難を込めて振り返ると、そこには涙を浮かべた継母が体を震わせていた。

「アンジェラ、気をつけて。結婚式には私たちも参列しますからね」

「ええ、待ってるわ。お母さま」

　ひし、と抱き合っているところを、サンディーニ王国の警備兵に促されアンジェラは船に乗り込んだ。

「あなたは自慢の娘よぉ」

　継母の叫びが船を追いかけるように続いていく。

　おだやかな海を遠ざかっていく船を見つめながらレイリアは心に誓った。

　絶対に誰もが羨む相手と結婚してみせる。

　アンジェラが王子との結婚なら、とレイリアはつぶやいた。

「……王妃よ」

　誰もが敬う最上の身分。

　その王妃の地位を目指すのだ。









　ディトン家の屋敷は、王都の中心部から少し離れた貴族の屋敷が建ち並ぶ地区にある。

　貴族たちは、領地に居を構えているが、こうして王都にも社交のために屋敷を持っていた。年頃になると子女たちは王都の屋敷で暮らし、積極的にパーティーに出席しては、条件のいい結婚相手をさがす。

　レイリアも、アンジェラや他の令嬢たちと華やかさを競い、貴公子たちの熱い視線を集め、この中で誰がいちばん人も羨む結婚をするのかが関心の的だった。

　父が亡くなるまでは。

　二年前、ディトン伯爵である父が亡くなり、それから継母はあからさまに自分の連れ子であるアンジェラとレイリアの扱いに差をつけだしたのだ。

　レイリアは滅多にドレスを新調することを許されず、舞踏会の出席もなにかと用を言いつけられて邪魔されることが多くなった。

　そうした中、レイリアは三ヶ月前に母方の祖母が亡くなって、しばらく喪に服していた。その間に、アンジェラがサンディーニ王国の王子に見初められたのだ。

　もし、自分もパーティーに出ていたら……そう考えて眠れない夜もあった。

　アンジェラの前では、そんな素振りはおくびにも出さなかったが、悔しくてたまらなかった。

　だが、それももう一段落した。

　もうこれ以上、連日に渡る継母とアンジェラの自慢話を気に留めていないふりをする必要はなくなったのだ。

　今日はさっさと寝てしまうに限る……！

　そう思いつつレイリアが屋敷に戻ると、三日三晩続いたパーティーの後で、室内はどこもひどい有様だった。

　メイドたちもパーティーの慌ただしさで疲れているのか、のろのろと動きは鈍く気怠げで、さすがに気の毒に思えた。

　レイリアは馬鹿騒ぎの間、頭痛がするといってずっと部屋にこもっていたが、妹の友人たちには、悔しさのあまり拗ねて閉じこもっている、と言われていたようだった。どうせその場にいても、無理をして笑っていたなどと結局悪く言われるだけなのだから、気分の悪い場にわざわざ出ることもない、とやり過ごしていたのだった。

　まったく気が滅入る。

　ため息をつこうとした時、後から入ってきた継母が怒鳴った。

「なにをしているの！　帰るまでに片づけておくように言ったでしょう！」

　メイドたちがあわてて手を動かすが、継母は口やかましく指示を出している。

「お母さま……」

　止めようとしたレイリアの肩に後ろから手が置かれた。

「まあまあ」

　弟のエルリックだった。

「こんなめでたい日に言い争いはやめてくれよ」

　ここは任せろ、とばかりに一歩踏み出した弟が、近くにいたメイドに声をかけた。

「喉が渇いたから、お茶にしてくれないか」

　継母がはっと気づいてメイドたちに言いつける。

「そうね、お茶の用意をしてちょうだい。ほら、はやく」

　エルリックがちらりとレイリアを見て得意げに片目をつぶって見せた。

　確かに、レイリアもできれば継母と無駄に揉めたくない。

　それにしても、パーティーだ、嫁入り支度だ、とこんなに散財して大丈夫なのだろうか、と心配になった。父が亡くなり、弟が跡を継いで伯爵となったが、領地の運営は管理人任せにしていて、当主としての自覚も感じられない。なにをするにも母親の言いなりで、財産の管理もどうなっているのかわからなかった。

「姉さんも、お茶にするだろう？」

　思わず足を止めてしまったことをレイリアは後悔した。

　聞こえないふりをして部屋に戻ればよかったが、使用人たちの前でエルリックの気遣いを無視するのもはばかられたのだ。

「……ええ、そうね」

　そうしてサンルームの椅子に落ち着くと、すぐにティーセットが運ばれてきてお茶の準備が整った。

「はあ、これでやっと肩の荷が下りたわ」

　首を回しながら継母が紅茶のティーカップに口をつける。

「まだ安心するにははやいよ。今度は僕の花嫁を見つける大仕事があるだろう？」

　にやりとした笑みを浮かべながら継母がレイリアを見る。

「そうね。あなたのために素敵な結婚相手を見つけなくてはね」

　ふたりともレイリアの結婚をあえて無視しているのは、いつものことだ。

　レイリアもあえて口は挟まず紅茶を味わうふりをする。

「そうそう、レイリア。あなたのことも考えているわよ、もちろん」

「え……？」

　継母の猫なで声に聞き間違いかと思ったレイリアは、見つめていたカップから顔を上げた。

「あなたもこの家の娘ですもの。だから、そろそろ考えましょう。いつ修道院に入るか、をね」

「修道院？」

　寝耳に水だった。

　驚くレイリアに継母がにやりと意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「あら、なにか不満なの？　あなたのお祖母さまもそうして神にお仕えしていたでしょう？　立派なことよ。嫌だなんて思っていいはずはないでしょう？」

　そう大げさに声を張り上げながら、弟を見る。

「ねえ？」

　ふたりは嫌な目配せをしてほくそ笑み合った。

「そうだよ。いい考えじゃないか。世俗を離れ、修道院で日々神に祈りを捧げる清らかな修道女の姉がいるなんて、アンジェラ姉さんの評価も上がるよ」

　これからの人生、あのアンジェラのために生きろということ？

　レイリアは怒りに震えるこぶしをテーブルの下に隠しながらつぶやいた。

「……ごめんだわ」

　継母が願っているのは、自分の子のしあわせだけで、そこに血の繋がっていないレイリアは含まれていない。実際、親としてレイリアにまともな縁談をさがしてもってくるはずもなし、このままではあの手この手で修道院に追い立てられるに違いない。

　継母は、レイリアの人生が暗く沈めば沈むほど、アンジェラの人生が眩しく光り輝くと思っているのだ。

　そんなはずはないのに。

　アンジェラと、光と影のようにはならない。

　なるのなら、自分こそが光だ。

　レイリアがぐっと奥歯を噛みしめた時、険悪な雰囲気を破るようにドアがノックされた。

「奥さま、お客人が……」

　執事がドアの隙間から顔を出し、控えめに伝えてきた。

「客？　今日は約束なんてしてないけど」

　そこで継母が機嫌を直したように口角を吊り上げた。

「ああ、そういうことね。あの子が王子さまと婚約してから、私と親しくなりたがっている人たちがうるさいのよね」

　きっとそうだわ、と継母が髪が乱れていないか、いそいそと整えようとしたところ、執事が続けた。

「いえ、レイリアさまを訪ねていらしたようです」

「わたし？　誰か訪ねてくる心当たりはないけど……」

　通してもよいか、という執事にレイリアは訝しく思いながらもうなずいた。

　一体誰が訪ねてきたのだろう。

　応接室へ行くと、すでに案内されていた黒ずくめの服装に身を包んだ男ふたりが立ったままレイリアを待っていた。

　ひとりは、なんだか疲れた顔をした老年の男で、後ろに控えるように立っているのは若く、にこにこと明るい表情の青年でレイリアに軽く頭を下げている。

「レイリアさまですね？」

「……ええ、あの、あなたは……？」

　失礼にならない程度に男の顔をうかがったものの、見覚えはなかった。

「私は、ある方の代理でここへ参りました。あなたのお祖母さまの遺産についてお話しするためです」

　レイリアは思ってもみない言葉に眉を寄せた。

「遺産？」

「はい」

　レイリアはとまどう自分を落ち着かせるため、まず男たちに椅子をすすめた。

　そうして気を取り直したレイリアは、あらためて男に向き合った。

「あの、なにかの間違いではありませんか？　祖母は後年、修道院で神に仕えて暮らし、亡くなった時もわずかな身の回りのものしか遺しませんでしたが……」

　それもごくごく少なく質素なものだった。

　祖母が亡くなったという知らせを受けて、レイリアが修道院を訪ねた時、その遺品を修道院長から渡されたのだ。

　祖母に最後に会ったのは、もう十年も前のことだ。

　それは、母が亡くなった時で、あまり思い出したくない記憶だった。

　その時に、祖母からは、修道院に入るためもう会うことはないから死んだものと思うように、と言い渡されていた。

　まだ幼い孫娘に言い残す言葉ではなかったようにいまでは思う。

　それから、ある程度の年齢になり母の遺した日記で祖母のことは知った。

　かなり個性的な人だったようだが、修道院では慎ましい暮らしをしていたことがその遺品から伝わってきた。

　その祖母に、遺産など、あるのだろうか。

「お祖母さまは修道院へ入る前、手元にあった財産をどうするかお悩みになったそうです。遺すべき娘さんは先に亡くなり、その子であるあなたさまもまだ幼かった。お祖母さまは、一度は財産を教会へ寄進することも考えられましたが、やはり思いとどまりあなたのために遺すことにしたということです」

　幼いレイリアの代わりに託すには、信用できる親族がいなかったため、祖母は財産を一艘いっそうの船に変えたらしい。その船を人に貸し、使用料をレイリアのために蓄えておくつもりだったという。

「お祖母さまは船を買った後、ひとりの青年に出会いました。青年は身寄りもなく、人に騙されて仕事も失い身ひとつになり、死を考えていたそうです」

「もしかして……」

　思わず口を挟むと、男がうなずいた。

「お祖母さまは、その身の上に同情し、船を青年に託すことにしたのです」

　託すといっても譲ったも同然で、困ったら売ってもいい、という話だったらしい。

「祖母は、そういう人だったようです……」

　かなり思い切りのいい性格をしていると母の日記には書いてあった。

　剛胆で、やや極端な振る舞いが多かったらしい。

　だから、祖母が夫を亡くし、ひとり娘の母をも亡くした時、悲しみが深すぎて修道院へ入る決断をしたのだろう。

「そして、その青年ですが、お祖母さまからあずかった船で海を渡り荷を運ぶ商売をはじめました。最初は小さな商売でしたが、才覚があったのでしょう。徐々に事業を拡大していきました」

　レイリアは息をのんだ。

　話が思ってもみない方向に進んでいるような気がしたからだ。

「それで、その青年は、この度お祖母さまの訃報を知り、約束通りレイリアさまにこれまで築いた財産の半分を遺産としてお渡ししたいとのことです」

　残念ながらしばらく遠方に滞在していて、訃報を知るのも時間がかかってしまい、本人もいまは直接訪ねてこられないということだった。

「財産の半分？　そんな……祖母が預けたのは船一艘なのですよね？」

「その方は、お祖母さまがいなければ、いまの自分も、財産もない、とおっしゃっていて、レイリアさまが望むのであれば全財産を渡しても惜しくはないと……それほど恩を感じているとのことです」

　そして、と代理人は続けた。

「その青年は、後のバラーク海運商会を興した方です」

　扉の外から悲鳴が聞こえた。

　盗み聞きしていたらしい継母がエルリックと室内に転がり込んできた。

「ちょっと……みっともない真似は……」

　咎めようとしたレイリアの声など掻き消される。

「なんですって！　あの！　海運王？」

　レイリアは聞き覚えのない名前だったが、継母は知っていたようだ。

「ご存じなの？」

　継母がいままで見たこともない形相でレイリアを睨みつけた。

「知らないの？　海運業で大成功したバラーク氏よ！　確かに、なんの身分もないけれど、一代でその財を築いたと聞いたことがあるわ！」

「ええ、その方です」

　冷静に代理人が言った。

　それほど広く知られる人物と、祖母が関わりを持っていたなんて、レイリアは思ってもみなかった。

　突然目の色が変わった継母が叫ぶ。

「それで、この子がもらえる遺産はどれくらいなのです？」

　レイリアは眉を顰ひそめた。

　さすがに継母といえどあまりにも不躾ぶしつけだと思った。

「お母さま……」

　席を外してもらおうとした時、代理人が答えたその金額は、耳を疑うほど莫大なものだった。

　時が止まったように、誰ひとりとして身動きもしなかった。

　継母もエルリックも呆然としていた。

「そんな……」

　とんでもない、とレイリアは首を振った。

「あの、祖母の預けた船の値段と……あまりにも見合っていないのではありませんか？」

　そう言ったレイリアを突き飛ばす勢いで継母が話に割り込んできた。

「何を言っているのよ！　くれるというのだからもらっておきなさい！」

　レイリアも立ち上って正面から継母に向かって言う。

「あなたは、少し黙っていて！」

「なんですって？　私はあなたの母親でしょう！　こんな大事な話、黙っていられないわ！」

　ぴくりと頬が引きつるのをレイリアは感じた。レイリアにとって、継母とは、亡き父の後妻、それだけだ。

「これはわたしと血の繋がった祖母の話です」

　ぐっと言葉に詰まった継母が一歩後退あとずさった。

「そうはいっても……あなたはこの家の娘で、私はこの家の主人の妻なのよ」

「それでも、わたしと血は繋がってない」

　これまでそうやって実子である妹と弟だけをかわいがり、あからさまにレイリアをないがしろにしてきたのは、この継母だ。

「な……」

「姉さん、それはちょっとひどいんじゃない？」

　エルリックがへらへらしながら口を挟んできた。

「本当にそう思ってる？」

　冷たく言い放つと弟も二の句が継げず黙り込む。

　エルリックは、今となっては父の血を分けたたったひとりの肉親だが、これまでどんなことがあってもレイリアの側に立ったことはない。無邪気にレイリアを姉として慕っていたこともあったが、もうずっと幼かった子どもの頃の話だ。

　こほん、と代理人が咳払いをした。

「財産の半分は莫大な金額ですが、あの方曰く、お祖母さまがいなければ、築き得なかったものです。ですから、レイリアさまには受け取る義務がある。それに、あの方の事業はまさに順風満帆、半分をお渡ししてもなにも困ることなどありません」

　断ることはできないと思ってください、ときっぱり言ってから代理人は続けた。

「必要ないとおっしゃるのでしたら、一度受け取ってからレイリアさまが処分なさってください」

「このようなこともあると思い、私も一緒に参ったのです」

　背後に控えていた男が一歩進み出てきた。

「あなたは……？」

「エルド王国王立銀行の者でございます」

　そう自己紹介すると、にこにこと黒い鞄から何か取りだしはじめた。

「すでに遺産は我が銀行の管理となっております。あとはレイリアさまの名義とするだけです。ささ、こちらにサインを」

「え？」

　手際よく羽根ペンと携帯インク壺を取り出した男が、レイリアに手にするようにすすめてくる。

「あなたさまは、正統な遺産の相続人でございますよ、さあ、どうぞサインを」

　その強引さにレイリアは断ることができなかった。

　サインが終わると肩の荷が下りたとばかりに代理人の男が立ち上がる。

「では、これで遺産のお渡しは済んだということで、私どもは失礼いたします」

「待ってください。あの、そのバラークさんに一度お目にかかりたいのですが……」

　代理人が少し考えるようにしてからうなずいた。

「そのようにお伝えしておきましょう。ただ、大変お忙しい方です。いまも遠方に滞在中ですので、すぐにとは参りませんが、よろしいですか？」

「ええ、お願いします。祖母とどんな話をされたのか……直接お聞きしたいのです」

　うなずいた代理人は手にした帽子を被り軽く頭を下げて帰っていった。









　馬車に乗り込む代理人と銀行から派遣されてきた男をひとり見送ったレイリアは、しばらくそのままぼんやりと立ち尽くしていた。

　莫大な遺産。

　正直なところ、まだとても現実のこととは思えない。

　祖母は、自分の生前の善行がこんなとんでもないことになっていると知っていたのだろうか。

　レイリアは、首を振った。

　きっと知らなかったのではないか。それどころか、青年に船を託したことなんてもう忘れてしまっていたかもしれない。

　そして、思った。

　遺産より、祖母に生きていてほしかった。

　聞いてみたかったことがいくつもある。

　祖母の人となりは、母の遺した日記で知ったことばかり。

　祖母がどんな人だったのか、もう直接知ることはできないのだ。

　なにより、これで本当に誰も頼れる身寄りがいなくなったことをひしひしと感じた。父もすでに亡く、伯爵家の家督はエルリックに移っている。残る頼みはそのエルリックだけだが、継母の言いなりで、まだ未婚のレイリアは、これからどうすればいいのか……。

　重い足どりで室内に戻ると、これまでレイリアには向けられたことのない継母の笑顔が待っていた。

「……っ」

　驚きのあまり足が止まった。

「レイリア、ちょっといいかしら？」

　嫌な予感しかなかった。

「ごめんなさい。今日は疲れてしまって……もう部屋で休みます」

「まあ！　それはいけないわ！　メイドにマッサージをさせましょうね。ああ、その前に、ハーブをたっぷり入れたお風呂に入ったらいいわ」

「え……？」

　これまでレイリアのために継母がメイドたちに手をかけた世話をさせたことはなかった。それはいつもアンジェラのためのものだったからだ。

「いいえ、何もいりません。もう本当に疲れているの」

　うんざりとした声で返すと、継母は気を悪くした様子もなく何度もうなずいている。

　いつもならたちまちうるさく咎めてくるところだ。

「わかったわ、もう休みなさい。そして、話し合いは明日にしましょう。ね？」

「……話し合い？　なんのです？」

　そこで継母が両手をもみ合わせてにんまりと笑みを浮かべる。

「もちろん、遺産の使い道についてよ」

　その言葉に、なにかが心の奥で静かに途切れた音がしてレイリアは気づいた。

　幼い頃に抱いていた新しい母親と妹ができると聞いた時の淡い期待が、まだほんのわずか自分の中に残っていたのだと。

　そんなものはとっくに消え失せたと思っていた。

　父が亡くなった時でさえ、継母とその子どもたちは悲しみをレイリアとは分かち合おうとしなかった。

　いつも三人だけ。

　ずっとつきまとってきた疎外感と居心地の悪さがあらためて蘇ってきて、レイリアの胸に苦い思いが広がった。

　その気分の悪さを吐き出すように強い口調でレイリアは継母に言った。

「あの遺産は、わたしの祖母からのもので、わたし個人の財産です。この伯爵家とは関係ないわ」

　ここまではっきり伝えれば引き下がると思ったが、継母は馬鹿にするように鼻で笑った。

「あら、いやね。それはもちろんわかっているわ。でも、この伯爵家の当主は誰？　あなたの弟でしょう？」

　継母がエルリックの方を振り返って言う。

「ねえ、エルリック？」

「そうだよ。僕はお祖母さまとは血のつながりはないけど、姉さんとは血がつながっているじゃないか」

　レイリアは冷静に弟の顔を見た。

　これまで、その顔立ちに少しは自分に似たところもある、と思っていたことが虚しくなる。

「……あなたの姉は、アンジェラだけなんでしょう？」

　ぎくりとばかりに弟の表情が強ばった。

「な、なにを言うんだ。そんなこと……」

「思ったこともない？　いいえ、あるわよね。以前、聞いてしまったの。あなたがアンジェラと話しているのをね。あれはアンジェラの十六歳の誕生日だったわ。パーティーの後、『俺が本当に姉さんだと思っているのは、アンジェラだけだよ』ってワイン片手に言っていたでしょう？」

　忘れられなかった。

　ふたりが話している部屋の前を通りがかった時、ドアが開いているのに大きな声で話していたのだ。

　うろたえた様子のエルリックがなんとか取り繕おうと口を開くが、聞き入れるつもりはない。

「あ、あれは酔った勢い……」

「酔っていたのによく憶えているわね？」

　はっとエルリックが息をのむのがわかった。

　レイリアは、このことを突きつけてしまえば、エルリックとの関係は壊れる、と思っていた。

　だから、胸の奥で落胆がくすぶり続けていても、これまで言わないでいたのだ。

　向かい合ったままお互い黙り込んでいた姉弟の間に継母の怒声が割って入ってきた。

「なんて卑しいの！　遺産を受け取ったからって、そんな手のひらを返して私たちを見下すなんて！」

「さんざんわたしのことを踏みつけておいて、遺産に目が眩くらんですり寄ってくるなんて、卑しいのはどっちなの！」

　負けじと張り上げた声に怯んだふたりを見て、思った。

　これで終わりだと。

「……もう我慢することなんてないんじゃないかしら、お互い。あなたたちはずっとわたしが邪魔だった。わたしももうあなたたちとは一緒に暮らせない」

「な……っ」

　顔を真っ赤にして怒りに震える継母を横目にレイリアは踵を返し、急いで部屋へ向かいベッドの下から旅行鞄をとり出す。

　本当に大事なものは、以前からすべてこの鞄に入れて隠していた。

　そうしなければいつアンジェラに盗まれたり壊されたりするかわからなかったからだ。

　母の日記もここに入っている。

「レイリア！　あなたって娘は！」

　部屋まで追いかけてきて入り口に立ち塞がるよう立っている継母を、無視してドアを通ろうとする。継母が旅行鞄を目にしたからだろう、叫んだ。

「待ちなさい！　どこへ行くつもりなの！」

「あなたには関係ないわ」

　レイリアは胸に鞄を抱えた体で継母を押しのけ、部屋から出ると、エルリックが決まりの悪そうな顔をして立っていた。

「できればこれ以上失望させないでほしいのだけど？」

　きっと取りつく島もないと感じたのだろう、エルリックがゆっくりと後ずさり道を開ける。

　レイリアはもう弟には目もくれずにその横を急ぎ足で通り過ぎ、ひとりディトン家の屋敷を後にした。

















第二章　求婚者たち












　ディトン家から少し離れた区画にその屋敷はある。

　レイリアが向かったのは、親友のアリスが住む屋敷だった。

　この辺りは高台になるほど広い敷地に立派な屋敷が増えてくる。その中でも庭に噴水のある瀟洒しょうしゃな佇まいの屋敷をレイリアは訪ねた。

　アリスは幼なじみで、レイリアを見るなりぱっと顔を輝かせた。

「あら、ちょうどお茶にしようと思っていたの、よかったわ。さあ、入って。美味しいケーキもあるのよ。そうだわ、紅茶はあなたの好きなものにしましょうね」

　そう言って、いつもと変わらない様子で微笑む。

　きっとレイリアはひどい表情をしているはずなのに。

　何か事情がありそうでもまずは詮索せず明るく迎え入れてくれる。アリスの淑女として完璧な振る舞いだった。

　それに比べてレイリアは自分が情けなくなる。

「……ごめんなさい、突然訪ねてきて」

「全然かまわないわ。ああ、今日は夫も屋敷にいるのよ」

　呼んできて、とメイドに言ってアリスがレイリアの背に手を添えて屋敷に招き入れてくれた。

「やあ、レイリア。久しぶりだね、訪ねてきてくれてうれしいよ」

　にこにこと笑みを浮かべながらアリスの夫、チェスター伯爵が現れた。

　彼は、一年前に亡くなった父親の跡を継ぎ、若くしてチェスター伯爵家の当主となり、その時、幼なじみだったアリスと結婚した。やさしくおっとりとした青年で、レイリアとも昔からの友人だ。

「ここのところ忙しかったんだろう？　疲れていないかい？」

　忙しかったのは、アンジェラの結婚準備をさんざん手伝わされていたからだ。だが、チェスター伯爵もレイリアがアンジェラと犬猿の仲だと知っているからだろう、遠回しに気遣うだけで、彼女の結婚の話題は避けてくれているようだった。

「そうそう、少しはのんびりしたらいいわ。ひとりいなくなったところであなたの屋敷は居心地がよくなったわけじゃないでしょう？　しばらくこの屋敷でゆっくりしていったらいいわ」

「ああ、いい考えだね。そうしてくれたらアリスもよろこぶよ」

　深刻な様子で突然やってきたレイリアを、こうしてなんでもないことのように受け入れてくれるふたりに胸の奥があたたかくなる。

「さあ、ケーキを召し上がれ。私が焼いたの。自慢のにんじんケーキよ」

　出されたにんじんのケーキにはたっぷりと甘いクリームがかかっている。

　一切れ口に運ぶとその濃厚な甘さが体に染み渡るようで涙が出そうだった。

　だが、なんとか気を紛らわせる。

　お茶の席で感情を乱すなどマナー違反だ。

　テーブルを一緒に囲んでいるアリスとチェスター伯爵の明るく仲睦まじい雰囲気もレイリアの気持ちを落ち着かせてくれた。

　そうして、それとなくふたりがレイリアからの話を待っているような気配を感じ、思い切って口を開く。

「……実は……」

　彼らは、代々裕福な貴族で、なにより誠実だ。遺産に目の色が変わるような人たちではない、と心を決めて経緯を話しはじめた。

　ふたりはただレイリアの話に耳を傾けてくれた。

「……まあ、お祖母さまの遺産が……」

　はっきりとした額は口にしなかったが、それ以上はふたりからも聞かれなかった。なんとなく察してくれたようだ。

「あのままあの屋敷にいたら、どうなるかわからないと思って……」

　アリスが何度もうなずく。

「あのお継母さまではね……。でも、何を言われても家族に渡すことはないのよ。それは、あなただけのもの。ディトン伯爵家のためだと言われてもよ？」

「ええ、そのつもり。薄情だって言われるかもしれないけど」

　これまでの継母のレイリアに対する扱いを思い返すと、まったく後ろめたくはなかった。

「それで、これからどうするの？」

「もう屋敷には戻りたくないわ。だから、ひとりで暮らすことを考えてるのだけど……」

　これからの暮らしで、金銭的な心配はなにもない。

　遺産があれば、ひとりで暮らすための屋敷も使用人も用意できる。

「それは……どうだろう」

　これまで黙って聞いていたチェスター伯爵が難色を示した。

「君が気にしなくても未婚の娘がひとり家を出るなんて、悪評を招きかねないよ。当然知っているとは思うけど、この貴族の世界は外聞を気にする人が多いし、血縁でも何でもない者が、君の振るまいが気に入らないというだけで、国王陛下に上奏するかもしれない」

　そうなれば、国王直々に諫いさめられ、さらには勝手な縁談を命じられる可能性もある。

「そんな……どうして？　わたしはあの家を出てなにも困らないのに？」

　アリスも難しい顔をしている。

「あの家に戻ったところで、毎日言い争うだけだわ。それどころか、無理矢理にでも修道院へ送られそう……」

　レイリアは、目の前が真っ暗になりそうだった。

「それなら……結婚するしかないわね」

　アリスがはっきりと言った。

「結婚……？　でも……」

「ええ、あなたを守ってくれる方と結婚するの」

　貴族の娘が家を出るにはそれしか方法がない。

　結婚して夫のいるレイリアの財産を奪い取ることまでは継母たちにもできないと思う、とアリスが続ける。

「もちろん、結婚してもあなたの財産はあなたのものよ。でも、結婚相手にとっては、その財産を受け継ぐのは自分の子どもになるのだから」

「それがいいと思うね」

　きっと大事に守ってくれる、とチェスター伯爵も言う。

「でも、未婚の娘は勝手に結婚できないのでしょう？」

　少し考えてアリスが隣に座る夫を見た。

「そうだわ。あなたが後見人になってあげたらいいじゃない」

「え？　僕が？」

　驚愕の声を上げたチェスター伯爵がはっとしてレイリアを見た。

「ち、違うんだよ、レイリア。嫌ってことじゃないんだ。ただ、君とたいして年の変わらない僕が、後見人になんてなれるのかなって」

「何を言ってるの。あなたはこの伯爵家の当主でしょう？　何歳だってかまわないわよ」

　アリスに叱られるように言われたチェスター伯爵が、気を取り直した様子でレイリアを見た。

「アリスの言う通りだな。僕でよければ、よろこんで力になるよ、レイリア」

　君はアリスの大切な友人だから、とチェスター伯爵が微笑む。

　そんなふたりの仲むつまじさに慰められて心が少し軽くなった。

「ありがとう……」

　気持ちはとてもうれしかったが、まだ若いチェスター伯爵に迷惑をかけてしまうかもしれないと思うと心苦しい。だが、アリスが明るく言った。

「正式に国王陛下に申し出ましょう。あなたがレイリアの後見人になって、これからのことは、あなたが最終的に決めると」

「そうと決まれば、すぐに話を進める準備をしよう」

　チェスター伯爵が席を立ち、執事を呼びながら部屋を出ていくのをアリスとふたりで見送った。

「いいのかしら？　お願いしてしまって」

「大丈夫よ。それより、すごいわ、レイリア。莫大な財産を持つ令嬢なんて。皆が知れば求婚が殺到するわよ！」

　人生ってなにがあるかわからないわね、と興奮気味にアリスが言う。

「わたし……」

　じっとアリスの顔を見つめてから一呼吸置いて言った。

「これからする話を、笑わないで聞いてほしいの」

「ええ、もちろんよ」

　アリスは深い緑色の瞳をキラキラと輝かせてレイリアの言葉を待っている。

　レイリアは、深呼吸をしてから思い切って告白した。

「わたし、結婚するのなら、王妃になりたいと思ってるわ」

「！」

　一瞬、目を大きく開いたアリスの頬がじわじわと赤く染まっていくのをレイリアは息を詰めて見守っていた。そうしてアリスが勢いよくレイリアの手を握った。

「そうよ！　アンジェラがサンディーニ王国の王子の妃になったのだもの。あなたは、それ以上の身分、王妃を目指すべきよ！」

　アリスとレイリアは、アンジェラと姉妹になる前からの幼なじみだ。そのせいで、アリスもアンジェラから敵視されていて、これまで不名誉な噂を流されたり、おろしたてのドレスを舞踏会でこき下ろされたりとなにかと嫌がらせを受けていた。ここが彼女を見返す絶好の機会と捉えたのだろう。

「そんなの無理って言わないのね？」

　笑われたらどうしよう、と正直なところ不安だった。

　だが、アリスはまったく呆れる様子などない。

「あなたのその美貌だけなら、少しむずかしい夢だと思ったわ。でも、いまのあなたはとんでもなく強力な武器を手に入れたのよ。夢じゃないわ！」

「でも、王妃になりたいと思ったのは、この遺産を相続する前だったのよ」

　立派な野心家ね、とアリスが微笑む。

「それよりも、この国の国王陛下はもうお年で、王太子はすでに結婚してお子さまもいらっしゃるわ。どうするの？」

　王妃になると決めたからには、同じ年頃の若く麗しい青年王太子と結婚したい！　なんて贅沢な望みは持っていない。国王にすでに妃がいたとしても、離縁することもある。

　とはいえ、いまの国王と結婚、というのは現実的ではないとレイリアも思う。現国王が、王太子の母である王妃と離縁して、いまさら新たに若い妃を迎えたところで、家臣たちからの支持は得られないだろう。

　そして、王太子は、二十六歳で、四年前に結婚した妃との間に二歳の息子をすでにもうけている。

　国王には、もう一人王子がいるが、第二王子では王位に就く望みはいまのところない。

「だから、どこか……他の国の王族と結婚するしかないと思っているわ」

　気持ちのいい音を立ててアリスが両手を合わせた。

「それしかないわ！　いいわね、いろんな国を旅するのよ！　あなたの美しさなら、どこでだって注目を集めるわ」

　レイリアは、家を飛び出しただけでなく、さらにこの国からも飛び出していこうとしている。

　いままでなら、こんなことただの想像で終わっていた。

　遺産がなければいつまでもアンジェラと比べられ、悔しい思いをしていたに違いない。

「そう、そうよね」

　外国の社交界で、華々しく登場して誰よりも注目を集める自分を想像してみる。

　ドレスだってとびきり豪華なものを身につけるのだ。皆がレイリアを褒めそやし、噂をする。

　多くの貴公子が求婚してくる中、レイリアが手をとるのは……。

　夢が現実味を帯びてきて、ぞくぞくと背中が震えた。

　誰もが羨む身分を手に入れるのだ。









　チェスター伯爵をレイリアの後見人にするための訴えは、数日で認められた。

　理由として、すでに実の両親は亡くなっていて、現在の家督は弟に移っていること、継母の個人資産をレイリアは相続できないことが大きかった、というのがチェスター伯爵からの話だった。

　これでディトン伯爵家の者と縁がすべて切れたわけではないが、勝手に継母たちが決めた相手と結婚させられることはないと言ってもよかった。

　それは、なにより同じ伯爵家といってもディトン家とはチェスター家は家格が違ったからだろう。

　ひとまず安心して、レイリアは腰を据えてこれからの計画をアリスと立てようとしているところだった。

「レイリアさまにお客さまです」

　執事が知らせてきてレイリアはぎくりとした。

「まさか……」

　継母とエルリックだろうか、と思ったが、客というのは継母の遠い親戚のアランという青年で、なおかつアンジェラの取り巻きのひとりだった。よくアンジェラとレイリアを見てくすくすと笑い合っていた。よってその印象はお世辞にもいいとは言えない。

「それにしても、どうしたのかしら？」

　アリスも首を捻る。

「継母からの差し金……それしか考えられないわね」

　屋敷に戻るように、と説得しにきたと考えるのが自然だが、なぜ彼を寄越したのかはわからない。ディトン家の親戚には、未婚の娘が親に従わないことをよしとしない口うるさい老人も多いのに。

　特別親しいわけでもなく、アンジェラの取り巻きとしてレイリアを邪険にしてきたアランがなぜ……と思いつつ、彼の待つ応接室へ向かった。

「やあ、久しぶり」

　アランが愛想よく微笑むのに対して、レイリアは怪訝な表情を隠さなかった。

「……ごきげんよう。お久しぶりね、アラン」

　明るい金色の髪に、整った顔立ちの青年だが、どこか軽薄そうな印象が拭えない。実際、彼の友人関係はあまり評判がよくない貴族の子弟たちばかりだ。

「それで、どんな用かしら？　わざわざわたしの友人の屋敷まで訪ねてくるなんて」

　レイリアはさり気なく身構えた。

　なにを言われてもディトン家に戻るつもりはないと、にべもなく答えるのだ、と頭の中で繰り返す。

　だが、アランは意外にも満面の笑みを向けてきた。

「君がいるところならどこにだって訪ねていくさ、レイリア。なぜなら、僕は君に結婚を申し込みにきたんだからね」

「……え？」

　レイリアは思ってもみない言葉に耳を疑い、アランの顔をまじまじと見返す。

「ちょっと、なにを言っているの？」

　明らかに不快の滲んだ声にも、アランはまったく意に返さずといった様子で言った。

「どうか僕と結婚してほしい、レイリア」

　アランが唐突に忠誠を誓う騎士のようにレイリアの足元に跪く。

「どう……してしまったの？　結婚？　わたしと、あなたが？」

　気でも触れたのかと訊いてしまいそうになったが、その代わりに少々辛辣な物言いをした。

「わざわざ冗談を言いにくるなんて、どうしたの？　あなたはアンジェラの取り巻きのひとりだったでしょう？　わたしのことなんてまったく眼中にないと思っていたわ」

　まいったとばかりにアランが軽く肩を上げる。

「アンジェラは結婚してしまったし、もはや過去の話だ。いまは君の方がアンジェラよりはるかに魅力的だよ」

　レイリアは、『アンジェラより』という言い回しに、つい少しいい気分になってしまった。

「あら、ようやくわかったというわけ？」

「ああ、本当にすまなかったよ。許してほしい。いまや君にはアンジェラにはない魅力がある……莫大な財産というね」

　その言葉にぞっとしてドレスから出ている肌が総毛立つ。

「……どうして、そのことを……」

　知っているのかなんて訊ねるまでもなく、話したのは継母に決まっている。

「もう多くの者が知っているよ。君の家族が吹聴して回っているからね」

　なんてことを……！

　レイリアは憤りのあまり体がぶるぶる震えて止まらなくなった。

「財産目当ての男なんてろくでもないヤツばかりだ」

　自分も十分そのうちのひとりなのに、彼のこういう無神経で厚かましいところが本当に好きになれない。

「僕は親戚なんだから、いちばんふさわしいだろう？　財産が少しでも減るのを避けるために、親戚同士で結婚するのは、貴族として当然のつとめだ」

　レイリアは、はっきりとアランを睨めつけて言った。

「お断りよ、アラン。話はこれでおしまい。もう帰って」

　踵を返したレイリアの手が掴まれ、驚きのあまり悲鳴が出そうだった。そのままぐっと引き寄せられ、間近でアランが目を見つめてきた。

「おとなしく僕と結婚した方が身のためだぞ。これから財産目当ての男が次々と押し寄せて、君を騙して財産を巻き上げようとする。僕がいちばん最初の求婚者であることを感謝するべきだ」

　その目は猛獣のようにぎらついている。

　腕の中に引き寄せられないようにレイリアは足を踏みしめた。

「……残念だったわね。わたしは誰と結婚するかを先着順で決めたりしないわ」

　突然扉が開き、チェスター家の執事が従者を数人連れて入ってきたことに、アランがはっとして怯んだ。その隙にレイリアは掴まれていた腕を振り払い離れた。

　従者たちがレイリアとアランの間に割って入る。

「お客さまがお帰りです。玄関までお送りして」

「僕はあきらめないからな、レイリア！」

　アランが叫びレイリアは耳を塞ぎたかったが、そのまま平静を装い先に応接室を出た。

「レイリア」

　執事たちを寄越してくれたのだろう、扉の外でアリスが心配そうにしていた。

「大丈夫？」

「ええ、ありがとう、アリス」

　そう言ったものの、目眩がしていまにも倒れそうだった。

「すごく顔色が悪いわ、こちらへ」

　アリスが体を支えてくれて、応接室から離れた部屋へ行き、ソファーに腰を下ろしたところでなんとか息をつく。すぐにメイドがやってきて、冷たい水をグラスに入れてきてくれた。

「それで、なにがあったの？」

「……アランに求婚されたの。わたしが遺産を相続したことが、噂になっているらしいわ」

　アリスが跳び上がりそうな勢いで驚いた。

「求婚!?　アランは、ディトン家に頼まれてあなたを連れ戻しにきたのだとばっかり……でも、一体、誰がそんなことをあのアランに知らせたの？」

「継母たちだって言っていたわ。でも、なぜそんなことをするのかわからない」

　レイリアは頭を抱え、アリスもしばらく黙り込んでいた。そして、

「もしかして、あなたをトラブルに巻き込むつもりじゃないのかしら？」

「トラブル？」

　遺産目当ての求婚者たちがレイリアを巡って争えば、きっとなんらかのトラブルが起こる、とアリスは言った。

「それに、これであなたは誰からも注目を浴びるわ。そうなれば、あなたがどこにいるか、さがさなくてもわかるというものよ」

　きっと人目を気にして行動も制限される、というアリスの考えはあたっているような気がした。

「そんな……」

　だとすれば、やはり継母は悪知恵がまわる、と感心してしまいそうになった。









　危惧していたとおり、その日からひっきりなしにレイリアを訪ねてくる貴族の青年が後を絶たなくなった。

　はじめは自分で対応し、丁寧に断っていたレイリアだったが、その数の多さに参ってしまい、具合が悪く伏せっていることにしてチェスター家の執事に対応を任せることになったが……。

「このままここにいたら迷惑だわ」

　レイリアは、アリスにどこかに居を移そうと思っていることを話した。

　アリスの部屋のソファーに並んで腰掛け、深々とため息をつく。

「どこに？　ディトン家には戻らないし、他に行く当てもないんでしょう？　あなたをひとりにするなんて、できないわよ」

「でも、このままではこの屋敷の使用人たちに迷惑だわ」

　どんなに丁寧に対応しても、断られたことに腹を立て誰彼かまわず怒鳴り散らす者もいて、レイリアは居たたまれない日々を過ごしていた。

「求婚者が訊ねてくるのももう少しすれば落ち着くのではないかしら？」

　そう願っていたが、一向にその気配がないから悩んでいるのだ。

「そうは思えないわ……」

　確かにね、とアリスもため息をつく。

　求婚者の中には、一度断られたのにかまわず何度もやってくる者もいて、しかも、日に日にその人数は増えている。それは、いまのところレイリアが誰かの求婚を受け入れたという話が出ていないせいだと思われた。

「だから、やっぱりこの国を離れることを考えているわ。どこへ行くかはまだ……」

　そこまで話したところ、ドアを激しくノックする音が部屋に響いた。

「奥さま、アリスさま！」

　尋常な様子ではない執事の声に、レイリアはアリスと顔を見合わせる。

「どうしたの？　なにかあったの？」

　立ち上がったアリスに続いてレイリアもドアへと向かう。

「それが、レイリアさまに会わせろという方々が、玄関の扉を無理矢理……」

　それほどの人数が大挙して押し寄せてきたという。

「とにかく追い返して」

「ですが、手荒な真似をするわけにも参りません」

　相手が身分ある貴族だからだ。

　彼らは時に横暴で、自分たちより下の身分の者に容赦はしない。

　これ以上、執事たちに対応させるのは酷だ、とレイリアは覚悟を決めた。

「ごめんなさい。大変なことを押しつけてしまって。わたしが自分で話すわ」

「だめよ！　あなたが出ては」

　危険だと言うアリスの制止を振り切り、レイリアは部屋から出た。

　玄関ホールに続く階段の下には、大勢の貴族の青年たちが屋敷の従者と押し合いへし合いしていた。

　その様子にレイリアが怯んで足を止めていると、ひとりの青年が気づいた。

「あ！　レイリアだ！　ようやく姿を見せたぞ！」

　一斉に注目され、思わず足が止まった。

「具合が悪いというのは、嘘だったのか？　元気そうじゃないか！」

「なんだってそんな嘘を！　もう誰か男を選んだのか？　誰だ！」

　まったくひどい言われようだった。

　見知った顔がいくつもあるが、それぞれがものすごい形相で、悪い夢かと錯覚しそうだ。

「おい、そんな言い方ないだろう？」

「黙れ！　これ以上弄もてあそばれてたまるものか！」

　皆、口々に不満を唱え、殺気立っている。

「あの、どうか落ち着いてください、皆さん」

　そう言ったものの、言葉が続かない。

　とても話が通じるような雰囲気ではないからだ。

　誰もが獲物を前にした獣のような目でレイリアを凝視している。

「じゅ、順番に、お話をききますので、今日のところはひとまずお引き取りを……」

　嘘だ！　と誰かが大声で叫んだ。

「いつまで思わせぶりに選えり好みしているんだ」

「そんなつもりは……」

　そもそもレイリアは結婚相手を募集しているわけではない。

　勝手に噂を聞きつけて押しかけているのは彼らなのだ。

「だったら、いますぐこの中から結婚相手を選んでくれればいいんじゃないか」

「え!?」

　そうだ、そうだ、と不満の声が沸き上がり、じりじりと詰め寄られる。アリスがレイリアを呼んでいる声がかすかに聞こえるが、周りを貴族の青年たちに取り囲まれていてもう前にも後ろにも進めない。

「さあ！　誰を選ぶんだ！　俺はあんたを連れて帰るまで、屋敷には入れないと父上に言われてるんだぞ」

　どう考えても求婚する相手に対しての物言いではなかったが、すでに彼らにはレイリアが金塊の山のように見えているのかもしれなかった。

　レイリアはどうにか穏便にこの場を収めなければ、と思ったが、次々と暴言が飛んでくる。

「一体、どんな男だったらいいんだ！　はっきりしろ！」

「遺産はいくらあるんだ！」

　耳を塞ぎたいくらいだったが、とにかくこの場を切り抜けないと、と思った時だった。

「あらあら、騒がしいこと」

　突然響いた耳障りな声に、レイリアは体が一瞬強ばってしまう。

　まさか、と思ったが、現れたのは、継母とエルリックだった。

「どうして……」

　驚くレイリアをよそに、継母が遠慮なく近づいてくる。エルリックはその後ろを悠々とついてきていた。

「まあ、こんなに求婚者の方々が……申し訳ないわあ」

　周りに愛想のいい笑顔を向けながらレイリアの隣に立った継母が口元を手で隠す。

「いい気になるんじゃないわよ？」

　そうレイリアにだけ聞こえるように言い、睨みつけてきた。

「な……っ」

「皆さん、お集まりのところ悪いのですけど、お引き取りくださる？　ここにいるディトン家の娘、レイリアは婚約が決まったもので……」

「ええ？」

　驚いたのは、求婚者たちだけではなかった。

　もちろん、レイリアがいちばん驚いた。

「こ、婚約？　わたしが？　誰と!?」

　レイリアの驚きようがうれしくてたまらないといった様子の継母が言った。

「私の遠縁にあたる、フレン地方のアボット男爵よ」

「アボット男爵？」

　聞いたことのない名前だったが、周りにいた求婚者のひとりが知っていたようだ。

「……アボット男爵って、もう結構な老人じゃないか？」

「老人!?」

　レイリアだけでなく、他の求婚者も面食らっている。

　平然としているのは継母とエルリックだけだ。

「それに、かなりの変わり者って聞いたことがあるぞ」

　耳を疑って継母を見ると、にんまりとした笑みを浮かべている。

　これは嫌がらせだ。

　遺産が手に入らないのなら、とんでもない相手と結婚させてひどい目に合わせようという魂胆の。

「なにか問題でも？　親が結婚を決めるなんて当たり前のことでしょう、皆さん？」

「わたしには後見人がいるわ。いくら親でも、もうそんな勝手はできないのよ」

「後見人？　誰が決めたの？」

　継母のからかうような質の悪い口調は、わかっていて聞いている証拠だった。

「国王陛下よ。ちゃんと許可もいただいたわ」

　レイリアが言い返すも、継母は鼻で笑う。

「どうかしていらっしゃるわね、国王陛下も。ちゃんと親がいるのに、勝手なことをするわがまま娘を諫めるでもなく、後見人なんて馬鹿なことを」

　継母の高笑いをふいに遮る声がした。

「それは、聞き捨てならないな」

　低いよく通る声だが、聞き覚えはなかった。

　一体、誰かと思っていると、人垣が割れてできた道を、ゆっくりとした足どりで人影が近づいてきた。

「国王陛下がお決めになったことに、異を唱えるのは誰だ？」

　そう言いながら堂々と現れたのは、この国の第二王子アシュレインだった。









　レイリアは信じられなくて目を見張った。

　アシュレイン王子。

　その身分と、美麗な容姿から密かに憧れる娘も多い。整った顔立ちに長く伸ばした黒髪をゆるく結わえ、上着の袖に腕を通さず肩にかけている姿が気怠げで、退廃的な雰囲気は他を寄せつけない。なのに、見る者の胸をなぜか騒がせる。
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　そのアシュレイン王子がなぜこんなところに……。

　レイリアに求婚しにきた、なんてことは考えられない。

　なぜなら、アシュレイン王子は、既婚者にしか興味を示さないからだ。

　恋の相手は、年上ばかり。

　舞踏会でもアシュレイン王子は、結婚前の令嬢たちなど相手にせず、言葉を交わしている姿も見たことがない。

　ただ、レイリアは、以前、一度だけそんなアシュレイン王子と視線が交差したことがある。

　あれは、二年ほど前に開かれた王城での舞踏会だった。

　ドレスの締め付けで気分が悪くなったレイリアが、休憩しようとひとり人気のない庭へ行った時のことだった。

　庭を照らす篝火かがりびの灯りが届かない暗がりで、アシュレイン王子が紫色のドレスの夫人とくちづけしていたのを偶然目にしたのだ。

　こんな時は、気づかなかったふりをしてその場を去るのが社交界でのマナーだが、レイリアは、驚きのあまり立ち尽くして、しばらくその様子を凝視してしまったのだ。

　そうしていると、篝火の松明が爆はぜ、その音でアシュレイン王子がふいにこちらを見た。

　不作法な娘だと不快をあらわにされるかと思ったが、そうではなかった。

　彼は面白がるようににやりと笑ったのだった。

　その時の、何ともいえない毒々しさをいまでも憶えている。

　決して近づいてはいけない危険な人物。

『背徳の王子』

　それがアシュレイン王子の異名だ。

　レイリアだけでなく、玄関ホールにいた求婚者たちとディトン家の者は、突然なんの前触れもなく現れたアシュレイン王子にとまどっていた。

「ア、アシュレイン殿下……これはこれは……」

　近くにいた青年が、王子を避けるように後ろに退いた。継母は、口をあんぐり開けている。

　そんな継母をアシュレイン王子がじっと見つめた。

「さて、そこの者。国王陛下のなさることに異を唱えるならば、なんらかの理由があるのだろう？　申してみよ」

「え……」

　継母は、本当に自分に向けられた質問なのかと、きょろきょろと周りに目をやっている。だが、ここにいる者全員の視線が継母に向けられていた。

「うん？　そなたは、先日サンディーニの王子のもとへ嫁いだ娘の母親ではないか。こんなところでなにをしている？」

　なんともばつの悪そうな表情で肩をすくめて継母は答えた。

「それは、その、そこにいるのも私の娘でございますから……」

　アシュレイン王子は少し驚いたように形のいい眉を上げる。

「そうであったか。なんとも奇遇なことだな。それで、そんな話題になるような娘をふたりも持つそなたが、なんの不満をもっているというのだ？」

　継母はなんとか気を取り直したのか、いつもの調子で言った。

「もちろん、先日嫁いだアンジェラは、自慢の娘です。ですが、そこにいるレイリアは、親に逆らい、勝手に家を出て後見人をつけたなどと申しておりますの」

　アシュレイン王子が今度はレイリアをちらりと見る。

「だが、国王陛下の許可がある、と申していたが？」

「ええ、ですが、おかしいではありませんか。私という母親がおりますのに、後見人など必要ありません」

　なるほど、とアシュレイン王子は継母の話にうなずいている。このまま説得されてはレイリアとしてはたまらない。

　そう思って許可も得ずに口を開いた。

「おそれながら、この人はわたしの実の母ではないのです。実の母はすでに亡く、この人は父の後妻なのです。そして、その父ももう亡くなっています。この人はこれまで血のつながった実子だけかわいがり、わたしをないがしろにしていました。とても信用できません」

「まあ！　なんてことを言うの！　誤解されるでしょう！」

　あわてて継母がレイリアの口を塞ごうと掴みかかってきた。

「いや！　誤解じゃないわ！　やめて、さわらないで！」

　継母の手から逃れようとしたレイリアを庇う腕があった。アシュレイン王子だ。

「待て。誤解であるなら、先ほど話していたこの娘の婚約相手のことはどう説明する？　アボット男爵のことは私も知っているが、なぜ祖父ほども年の離れた男と娶めあわせようとしているのだ？」

　アシュレイン王子が周りを見回す。

「これほど多くの貴族の若者が求婚に殺到しているのに、だ」

「そ、それは……」

　こんなにうろたえている継母を見たのは、はじめてのような気がした。それくらい答えに窮きゅうしている。

　だが、これくらいで大人しくなる性格ではない。

　継母が、なんとか威勢を取り戻して続けた。

「そんな、年齢は、近ければいいというものでもありませんでしょう？　アボット男爵はわたくしの遠縁にあたりまして、その年齢にふさわしく人生経験豊富で大変立派な方ですのよ」

「とはいえ、わざわざ選ぶ相手でもなかろう」

　アシュレイン王子がばっさり切り捨てるように言った。

「この話だけでも、とても娘のしあわせを願っているとも思えぬな。よって、娘が後見人を求めたのも無理はない。婚約はひとまず白紙に戻せ」

「お、お待ちください！　そんな勝手な！」

　あわてた様子で叫んだ継母に、アシュレイン王子が不快そうな視線を向けた。

「控えよ。これ以上そなたの話を聞く気はない」

　はっと体を強ばらせた継母に、エルリックが駆け寄ってきてレイリアに情けない表情を向けた。一瞬、レイリアはついこの場を取りなそうかと心が揺れてしまった。

　だが、そんな暇もなくアシュレイン王子が手を差し伸べてきた。

「さあ、レイリア。こちらへ」

　レイリアは息をのんだ。

　アシュレイン王子がなにを考えているのか、その表情からはなにも読み取れなかった。

　だが、ここで手をとらないわけにはいかない。

　レイリアがおそるおそる手をとるとアシュレイン王子が目を細めて微笑んだ。

　そして、彼が周りの青年たちに向かって言った。

「皆も悪いが今日のところは引き取ってもらいたい」

　一瞬不満そうなざわめきが起こったが、そのまま小さくなって消えていった。

　アシュレイン王子はどこか気怠げなのに、その存在感は浮き足立っていた貴族たちを圧倒している。

　帰っていく求婚者たちとディトン家の者を見送る使用人たちからは、ほっとした空気が伝わってきた。

「執事、どこか落ち着いて話のできる部屋へ案内せよ」

　背筋を正した執事がうやうやしく王子を先導して歩きはじめた。手をとられているレイリアもそのまま後に続くしかない。ちらりと二階への階段を見ると途中で足を止めたアリスが心配そうにレイリアを見ていた。

　レイリアも不安だった。

　突然の意外すぎる登場に驚いたものの、アシュレイン王子には助けられた。思えばいままでレイリアをあの継母から庇ってくれた人はいない。実の父でさえ面倒だとばかりに放っておかれていたのだ。

　だが、アシュレイン王子は一体なにをしに現れたのだろうか？

　彼がやってきたことに、まったく心当たりはない。

　レイリアに求婚などありえないはず。

　なにしろ彼は『背徳の王子』なのだ。

　彼にとって、レイリアなど目に入るはずもない存在だ。

　そう思い、レイリアはそっとアシュレイン王子の横顔を盗み見る。

「なんだ？」

「え、あ、あの……先ほどのことですが……ありがとうございました」

　王子が相手でなければ、継母は引き下がらなかっただろうと思う。

　アシュレイン王子はくすりとかすかに笑っただけで何も言わなかった。

　応接室に着き、ドアを閉めて退出しようとした執事にアシュレイン王子が声をかけた。

「扉は開けたままでよいぞ」

　レイリアが未婚であることを理由にドアは開かれたままで話がはじまった。

「さて、今日訪ねてきたのは、他でもない。俺も君に求婚するためだ」

　レイリアは、不躾にも王子の顔を正面から見返してしまった。

　きっととても驚いた顔をしていたと思うのに、アシュレイン王子はなにも気にしていないようで少しくだけた調子で続けた。

「レイリア、俺と結婚するのはどうだろう？」

　年上の既婚者にしか興味がないのではなかったのですか？　なんて王子相手に問い返すわけにはいかない。

　レイリアは、なんとか気を取り直して答えた。

「身に余る光栄ですが……わたくしは、殿下の妃としての務めを果たす自信が、その、ございません。わたくしは貴族の娘として身につけるべき教養と礼儀は学んできましたが、それが将来王族の一員となるべき作法とまでは、恥ずかしながら申せませんので……」

　本来、将来的に王子の妃候補となる娘は、幼い頃から決まっていると聞く。残念ながら家格からレイリアはそれにふさわしいとされたことは一度もない。

「そんなものは後からいくらでも身につけられる。王族としての心得なら俺が教えてもいい」

「もったいないお言葉……ですが、わたくしが妃では、殿下が面目を失うことになりかねません。どうかご容赦くださいませ」

　意外そうにアシュレイン王子が目を眇すがめる。

「おや？　それは、まさか王子である俺の求婚を断るということか？」

「……殿下の御為です」

　深々と頭を下げると小さなため息がきこえた。

「まあ、そうだな。突然求婚してくるなど、先ほどの不調法な青年たちとなにも変わらぬな」

　レイリアは顔も上げず、なにも言わなかった。

　沈黙が答えだ。

「では、またくる」

　足音が遠ざかり、後には不安をかかえたレイリアだけが残される。

　今日のところは引き取ってくれたが、言葉通り、王子は再びやってくる気がした。

　まったくあきらめた様子ではなかったからだ。

「レイリア！」

　応接室を出ると、アリスが駆け寄ってきた。そして、あんなに騒がしかった玄関ホールが静かになっている。アリスが言った。

「殿下となにを話したの？　まさか……」

「ええ、でも、丁重にお断りしたわ」

　第二王子とは結婚できない。

　アシュレイン王子は、次期国王ではないからだ。

　それだけは心に決めている。

「なのに、どうもあきらめた様子ではなかったのよね……」

















第三章　夫選びの競技会












　絶対に、アシュレイン王子とは結婚できない。

　無理矢理結婚させられることはないとは思うが、アシュレイン王子が父である国王に訴えれば、後見人であるチェスター伯爵に話がくるだろう。

　国王からの縁談を断れば、彼の立場が悪くなる。

　後見人以前に、アリスの夫であるチェスター伯爵はレイリアにとっても大切な人だ。

　これ以上迷惑はかけられない。

　そうなれば、国外に逃げるしかないが、王子の求婚から逃げた娘など、外交的に国外の王族に相手にされるはずがなかった。

「どうすればいいの……」

　レイリアは頭を抱えた。

「そうね……私にいい考えがあるわ」

　アリスがこの場にはふたりしかいないのに声を潜めて言った。

「アシュレイン殿下が王子であるからこそ、あなたに求婚できなくするのよ」

「王子だから？」

　どうやって？　と首を傾げるレイリアに、アリスが説明をはじめた。

「確かに、王子からの求婚を断るのは難しいわ。だって貴族は国王をはじめ王族に忠誠を誓って仕えているのだから、命令には従わないと」

　アシュレイン王子の父親である国王から直々に命じられれば、レイリアでは断ることはできない。

　それでも、意に染そまぬ結婚を拒んだ話は昔からいくつもあった。すぐに別の者と結婚する、修道院に入る、そして誰の手も届かない場所にいく、だ。

「そのどれでもないの。夫選びの競技会を開くのよ」

「……夫選びの競技会？」

　ひとりの女性をふたりの騎士が取り合った場合、一騎打ちで決める、という話から着想を得た、とアリスが言う。

　そういった話はレイリアも聞いたことがある。

　昔から人気の恋物語でもよく語られているくらいだ。

「それで、競技を勝ち抜いた者と結婚するって宣言するの」

「ええ？」

　レイリアは、驚きのあまり大声を出してしまい、アリスにたしなめられた。

「いい考えでしょう？　お祭り騒ぎの夫選びなんて、王子さまとしてのプライドが邪魔して参加できないに決まってるわ」

　しかも、アシュレイン王子には、求婚者を募集した時に申し込まなかったのに、後から国王を通じて求婚するなんて格好の悪いまねもできるはずがない、とアリスは言う。

「なるほど……確かに……」

　妙案かもしれない、と思った時、レイリアははっとした。

「待って！　わたしは競技会で勝ち抜いた人と結婚するつもりはないわよ？」

　そう言うと、アリスが自信ありげに人差し指を一本顔の前に立てる。

「もちろんそこのところも考えてあるわ。最終競技は、誰も絶対に勝てないものにするのよ」

　レイリアは目を瞬いた。

「絶対に勝てないもの？」

「そう。どんな競技とルールにするかは、主催者が決めるものでしょう？　それで、誰も勝てなかったら、夫は外国でさがす、と言ってこの国を出るの」

　その話をきいて、レイリアは少し眉を顰めた。

「でも、それって参加者を騙すってことでしょう？」

　さすがに良心が咎める気がしてしまうが、アリスはまったく悪びれない様子で言った。

「あら、財産目当ての人たちよ？」

　そもそも、とアリスが一度咳払いをして続ける。

「競技会なんて面白い催しでしょう？　国王陛下がお若い頃には、よく剣術大会なんてものが開かれていたらしいけれど、いまはもうお年だし、王太子殿下もあまり武芸はお得意ではないようだから、そういう催しが開かれれば、皆よろこぶわよ」

　話題になるように、会場には大勢観客を入れればいい、とアリスの計画はかなり大きなもののようだ。

「大がかりな大会にするの？」

「ええ。でも、計画も準備も任せてくれて大丈夫よ。ただ、費用はあなたに負担してもらうことになるけど」

「それはかまわないけれど……」

　アリスほど、割り切った考えができないが、このままでは求婚者に追いかけ回されることが続くだろう。いい加減、そんなことは終わりにしたい。

　なにより、王太子ではないアシュレイン王子とは結婚できないのだ。

　競技会は、これ以上ない大義名分のように思えた。

「きっと大きな噂になって他の国にだって届くわよ。こんなことをした人はいままでいないのだもの。そうしたら、有名になったあなたに興味を持つ外国の王太子も出てくるわよ」

　どこの国の社交界でもすぐに注目を浴びるわ、とアリスが請け合う。

「……ええ、そうね」

　レイリアも覚悟を決めてうなずいた。

「そうと決まったら、まず報せを出しましょう。『莫大な遺産を相続した令嬢、結婚相手を求む』って。求婚したいならその競技会にでることって条件なら、もう誰もこの屋敷を訪ねてこないわ」

　さっきまで行き詰まっていたレイリアの目の前に、ふいに大きく道が開けていくのを感じた。

「忙しくなるわよ！　まずはどんな競技にするかを決めましょう！」

　アリスが張り切った声を上げる。

　レイリアもなんだか楽しくなってきた。

　屋敷に閉じこもって鬱々としているより、行動あるのみ。

　そんな気がしたのだ。









　アリスの言ったとおり、『莫大な遺産を相続した令嬢、結婚相手を求む』は、大変な反響を呼んだ。

　当初、結婚相手には条件を設定しないつもりだったが、とんでもない人数が集まるおそれがあるため身分は貴族に限ることにした。

　そうしなければ、貴族の側から平民と競い合って負けた場合にプライドが傷つけられたとして不満が出ることが予想されたからだ。

　ただ、平民からも不満が出ると思われたので、そこは、身分を問わず誰でも競技大会を観戦できることにし、さらに、競技大会の会場で露店を出すことを許可したのだ。そのおかげで競技会場の設営などの協力を街の者たちから得られた。

　それからは、目まぐるしく大きな波にのまれ、押し流されているような日々だった。

　準備はアリスとチェスター伯爵がてきぱきと手配してくれて、あっという間になにもかもが整った。

「これが参加者の一覧だけど、見てみる？」

「ええ」

　アリスから手渡された紙は、びっしりと名前で埋め尽くされていて、思わず息をのんだ。

「やっと五十人にまで絞ったわ」

「五十人……？」

　何かの間違いではないかと思いたくなるくらいだった。以前のレイリアなら、得意になるところだが、いまは複雑だ。

　なにしろ、全員が財産目当てなのだから。

「それでも、あまりにも年齢差がある方は選考で除外させてもらったのよ。だって、下は五歳から上は七十歳までいらしたのだもの。結婚相手にふさわしい年齢というものがあるでしょうって」

　とにかくものは試しでおかまいなく申し込んできた者も多かったらしい。しかも、レイリアと釣り合う同年代の息子がいない貴族の家からは、なぜか苦情がきた、という話だった。

　レイリアが、ため息をついた後、目を通すのをやめ、紙を伏せてテーブルに置くと、アリスがじっとこちらを見つめていることに気づいた。

「どうしたの？」

　なにか言いたげに見える。

「……それでね、レイリア。あの……言っておきたいことがあるのだけど……いまの名簿にもあったのだけど、目に留まらなかったかしら？　アシュレイン王子が参加を申し込まれてきたわ」

　しばらくぽかんとして反応できなかった。

　聞き間違いではないかと少し考える。

　だが、アリスの表情は深刻で、事実なのだと悟った。

「え？　ちょっと待って……アシュレイン殿下が？」

「そうなの」

　レイリアは思わず取り乱しそうになった。

「どうして？　アリス、話が違うじゃない」

　大きな声を上げたレイリアの肩に、アリスがなだめるように手を置いた。

「落ち着いて、レイリア。確かに、こちらの思惑は外れたけれど、アシュレイン王子が参加しても大丈夫よ。最終的には、誰も勝ち抜けないのだから」

　はっとしてレイリアはアリスの顔を見た。

　そして、思い出す。

　この競技会は、結婚相手を決めるためのものではなく、求婚者をあきらめさせるためのものだということを。

「そ、そうよね……そうだったわ……。ごめんなさい、わたしったら……」

　なぜこんなに動揺してしまったのか、自分でもわからなかった。

「このところ忙しかったから疲れているのよ。少し休んだら？」

　レイリアは首を振った。

　確かに疲れている気はする。

　競技会の細かい打ち合わせと手配、当日のドレスの採寸まで、とにかく忙しい。伯爵家の使用人たちも準備には手を貸してくれているが、やることはいくらでもあった。

　競技会は五日後だ。

　休んでなどいられない。

「それにしても……なぜアシュレイン王子は、参加を申し込んできたの？」

　王族のプライドがあれば、こんなお祭り騒ぎに加わることはないのに。

　しかも、競技の途中で敗退すれば笑いものになってしまうかもしれないのだ。

　そのブライドを捨ててまでレイリアに求婚しようとする理由はなんなのだろう？

「そもそも、あの方は、重いものを持ったことがあるのかしら……」

　酒に満たされたゴブレットと女の手しか持ったことがなさそうなアシュレイン王子の人となりを考えると、とても競技会などに参加してくるとは思えない。

　一体なぜ……。









　そうして、ついに競技会当日を迎えた。

　レイリアは、この日のためにあつらえたドレスを身につけ、控えの天幕にいた。

　すでに周りは騒々しく熱気に包まれている。

　競技会場を開くにあたっては、チェスター伯爵の伝手つてで騎士たちが模擬戦などを行う広大な演習場を借りていた。周りには参加者の貴族たちが控え室として使う色とりどりの天幕が並び、花が咲き乱れているような光景が広がっていた。さらに、その周りを多くの露店が囲み、大勢の市民たちが飲み食いしながら競技会のはじまりを待っている。

　そんな中、レイリアは緊張していた。

　もうすぐ組み上げられた階段状になっている観客席のいちばん上で、開会を宣言することになっているのだ。さすがにこんな大勢の人前に立ったことはない。

　だが、怖じ気づきそうな自分を奮い立たせる。

　将来は、絶対に王妃になるのだ。

　誰からも注目を浴びる存在として、これくらいでうろたえていてはきっと務まらない。

「そろそろ時間よ」

　レイリアはうなずいて立ち上がり、天幕に持ち込んである鏡に向かって笑顔の練習をしてみた。

　なんとか自信に満ちあふれた笑顔が映る。

　今日、身につけているのは、クリーム色を基調としたドレスに白いレースをふんだんにあしらったものだ。たっぷりと贅沢な生地を使い、優雅に広がる裾は夢のようで、眺めているだけでも自信を持たせてくれる。

　アリスと相談した結果、花嫁衣装を想像させるものがいいということになったのだ。

　レイリアのことを、この競技会の勝者が得るものだと印象づけるためだった。

「行くわ」

　背筋を伸ばし、控え室となっている天幕から外へ出る。

　そうして、この競技会の賞品たるレイリアが観覧席に姿を現すと、大きな歓声が上がった。

　軽く手を挙げ歓声に応えてから口を開く。

「本日、参加してくださる方々にまずお詫び申し上げます。この度、幾人もの方に求婚していただき、そのあまりの多さに、とても選ぶことができなかったため、このような競技会を開かせていただきました。皆さま、大変素晴らしい方ばかりゆえ、です」

　ぴたりと歓声が収まる。

「ですから、このわたしにふさわしいかを求めているのではございません。どなたが勝っても、わたしはその方と結婚するとお約束します」

　また歓声が上がり、徐々に大きく広がっていく。

　耳が痛くなりそうなほどの大歓声だ。

　にこやかに手を振って歓声に応えてから、悠然と舞台を降りる。

　そうして観覧席のいちばん目立つ場所にある椅子に座ると、ここにきて足ががくがくと震えだした。

「大丈夫？」

　すぐにアリスがそばに来て、背中に手を添えてゴブレットを渡してくれる。

「え、ええ、大丈夫……大丈夫よ」

　レイリアは、葡萄酒を果汁で割ったものを口に運ぶと少し落ち着いた。

「堂々としたものだったわよ。さあ、競技を観戦しましょう」

　高らかに角笛が鳴り響き、第一の競技のはじまりを告げる。

　最初の競技は的当てだ。

　大鍋ほどの的にひとり五本の矢を射って、的中した本数を競い、上位二十人が次の第二戦に進めることになっている。

　競技場にずらりと並べられた的に向かい、参加者たちが矢を射っていく。

　矢が的を射る音があちこちから上がるが、一本も当たらぬ者もちらほらいて、皆、恥ずかしそうにそそくさと退散していく。

「四本的中！」

　審判の判定に歓声が上がる。

「いまのところ四本的中がいちばんの記録のようね」

　アリスが上品な持ち手がついた金色の双眼鏡を覗きながら言う。

「あら……」

「どうしたの？」

　少し身を乗り出すようにして遠くに目をやっている。

「なにか……揉めてるわね」

「え？」

　アリスが手渡してくれた双眼鏡を覗いてみると、どうやら参加者が審判に詰め寄っているようだ。判定が不服だったのかもしれない、と思っていると、ついに参加者が審判に殴りかかった。

「きゃあ！」

「なになに!?」

　すぐに双眼鏡はアリスに奪い返されてしまった。

「あ、こら！　審判の判定は絶対よ！　失格、失格よ！」

　そう言いつつもアリスは興奮気味に成り行きを見守っている。双眼鏡がなくても遠くに人だかりができているのが見えた。おそらく審判に殴りかかっている参加者とそれを止めようとしている者たちだろう。

　すぐに収まると思ってそのまま遠目に見ていたが、なんだか様子がおかしい。

　収まるどころか、人だかりは広がっていき、どうやら乱闘騒ぎが起こっているようだった。

　さらにそれを見物しようとする野次馬たちも集まってきて、まさにお祭り騒ぎだ。

「大丈夫かしら」

　心配するレイリアをよそに、アリスは冷静だ。

「こういうことのために警備の者を雇っているのだから、心配ないわ。すぐ収めてくれるわよ」

　しばらくすると、アリスの言うとおり騒ぎは収まったが、何人かの失格者が出てしまったようだった。

「さて、もうすぐかなり注目されているウォルツ男爵が登場よ。彼のこと、顔と名前くらいは知っているでしょう？　実は大変な弓の使い手なのですって」

　ウォルツ男爵は、その腕前が広く知られているようで応援の声が集まっている。彼とは舞踏会で何度か顔を合わせたことがあったが、確か婚約者がいる、と聞いた憶えが……。

「どうも婚約を解消してこの競技会に参加しているようよ」

「え!?」

　レイリアは動揺して手にしたゴブレットを取り落としそうになった。

「どうして……わたしのせいなの？」

　レイリアが結婚相手を募ったせいで、不幸になった令嬢がいるとしたら、後味の悪さのようなものが胸に広がる。

　だが、アリスはメレンゲのお菓子を口に入れながら言った。

「気にしない方がいいわ。婚約者もウォルツ男爵のような薄情な人と結婚しなくて済んだのだもの。あなたは感謝されてもいいくらいよ」

　それに、とアリスが続けた。

「彼は弓だけじゃなく、他にも武術の腕前には自信があるようよ。だから、お金に目が眩んで大胆にも婚約者を捨ててこの競技会に参加した……ふふ、絶対にあなたと結婚はできないのにね」

　競技会が終わった後、どうするのかしら、とアリスはくすくすと楽しそうに笑う。

「そんな……」

　口の中に苦い味が広がった気がしてレイリアもあわててお菓子で誤魔化した。

　メレンゲが舌の上で脆もろくほろほろと崩れていく。

　だが、そういうことなのだと思う。

　莫大な財産を持つということは、否応なく周りをおかしくさせてしまうのだ。

　とはいえ、継母は昔から変わっていないが……。

「五本的中！」

　審判の判定に、ウォルツ男爵が得意げな様子で歓声に応えている。

「彼は第二回戦に進出ね」

　その後、すべての矢を的中する者は現れなかった。

　今のところウォルツ男爵が一位だ。

　アリスが結果の紙を確認する。

「えーっと、あとは四本的中の人が六人、三本の人が十二人、残りの人の結果によっては、的の中心に近いところを射貫いた人が合格になるわね」

　競技会に参加しているのは、五十人。

　そこから二十人が第二回戦に進めることになっている。

　そのほとんどがすでに第一の競技を終えていた。

　残るは――、

　競技場の一角がざわざわと騒がしくなった。

　アシュレイン王子が現れたからだ。

　競技に臨む順番は申し込み順にしているが、王族であることを考慮してアシュレイン王子の登場は最後にしてある、とアリスは言っていた。

「レイリア、アシュレイン殿下には特別の敬意を」

　アリスに促され、レイリアは観覧席の椅子から立ち上がった。

　周りが沸き立ち、アシュレイン王子は涼しげな表情で期待に応える素振りで手を挙げた。

　レイリアもにっこりと微笑んで返す。

　なんだか後ろめたいが、やはり第二王子とは結婚できない。

　こうするしかないのだと、自分に言い聞かせる。

　そうして大勢が見守る中、アシュレイン王子が悠然と弓を構え、矢をつがえて引き絞る。

　その姿は力強く、とても怠惰で夜遊びばかりしているとは思えない。

　さらには、こんな多くの視線が一斉に見つめる中、少しも緊張を感じさせないその姿に、レイリアは息をするのも忘れて見入っていた。

　そうして、ついに矢が放たれた瞬間、レイリアは、反射的に目をきつく閉じてしまった。

「……っ」

　おそるおそる目を開けると、アシュレイン王子の放った矢は、的の真ん中を射貫いている。

　大歓声が上がった。

　そのあまりにも盛り上がっている様子に、レイリアはつい不安になってアリスを見た。

「アシュレイン殿下は……夜遊び以外になにか励まれているような話を聞いたことがないのだけど、実際のところはどうなのかしら？」

「そうねえ。あなた、ご存じ？」

　アリスがいつのまにか隣にやってきていた夫のチェスター伯爵を見る。

「そうだね。あまり武術に励んでいらっしゃるという噂は聞いたことはないけど、殿下はどんなことも器用にこなされる方だよ」

　ふうん、と気のない相づちを打ったアリスの興味は、すでにアシュレイン王子の第二射に移っているようだ。

　まさか火遊び好きの『背徳の王子』が弓を得意とするとは思わなかった。

　だが、弓を構えて引き絞るアシュレイン王子の姿は、しなやかで凜々しい。

「また命中だわ！」

　アリスが観覧席の手すりから身を乗り出している。

「五本、すべて命中よ！」

　不敵な笑みを浮かべたアシュレイン王子がこちらを見ている気がして、レイリアは反射的に目を逸らした。

「アシュレイン殿下……」

　なぜか彼を見ていると胸が不穏に騒ぐ。

　そんなレイリアにアリスが振り返って言った。

「さあ、第一戦はこれで終わり。次は第二戦よ」









　貴族の競技大会らしく、しばらくお茶の時間をとってから第二戦がはじまった。

　二戦目は、馬上槍試合ばじょうやりじあいで、一騎打ちで馬上から槍で相手を突き、落馬させた方が勝つ競技だ。

「馬上槍試合はやっぱり騎士が有利でしょうね」

　国王に仕える貴族とは、いざという時、国を守ることができなくてはならない。実際は、傭兵を雇うことが多くなっているが、それは各家の考えによるもので、いまでも武術の鍛錬を怠らぬことを家訓としている家も当然あった。

　このような競技で決めることにしたのも、参加者を貴族の子息だけに限ったからだ。市民は普段から馬に乗ったりすることはない。

　参加者は皆、家の紋章を目立たせた華やかな出で立ちで、まさに壮観そうかんだった。

　この光景だけでも長く語り草となるだろう、とレイリアは主催者ながらに思う。

　そんな中、アシュレイン王子は、見事な青毛の馬に、きらめく銀の馬鎧と王家の紋章である鷲の羽根をあしらった真っ青な馬衣を纏わせている。

　自身も同じ銀色の甲冑を纏っていて眩しいほどだ。

「まあ、さすが目立つわねえ」

　席を外していたアリスが戻ってくるなり言った。

　確かに、着飾った令嬢から多くの黄色い声援が飛んでいる。王子のいつもの遊び相手である夫人たちはあまり目立たないようにしているが、少し離れた場所から従者に日傘を差し掛けられながらしっかり観戦はしている。

「組み合わせを抽選で決めてきたわ。ここからは、勝ち抜き戦よ」

　箱に名前を入れた紙を入れ、それをアリスが引いて組み合わせを決めたという。

　その表をアリスが広げて見せたが、レイリアはあえて目を逸らした。

「あら、見ないの？」

「誰が勝っても……同じでしょ」

　表にあるのは、知っている名前がほとんどだろう。そのひとりひとりがいまどんな思いでこの競技会に臨んでいるのかなど、想像するつもりはない。

　ただ、いくつか小耳に挟んだのは、財政の傾いた領地を立て直したい、など意気込んでいる青年もいるということだった。

　つまり、彼らは皆、どんな理由があろうとも結局はレイリアの財産が目当てなのだ。

　だから、最終的にその期待を裏切っても心を痛めることはない。

　彼らにも望みがあるように、レイリアにも望みがある。

　自分以外の者の事情にとらわれず、とにかく前に進むしかないのだ。

　そうして第二戦目も、大きく盛り上がっていた。

　前評判通り、ウォルツ男爵は順調に勝ち抜いている。

「アシュレイン王子は？」

　彼に対しての歓声が聞こえないような気がしてレイリアはアリスを見た。

「第一回戦は、相手が棄権して不戦勝になったわ」

「不戦勝？」

　どうやら相手がアシュレイン王子だとわかった参加者が急な体調不良を理由に棄権したという。

「多分、王子相手に勝っても不興を買うかもしれないし、対戦して怪我でもさせたら、と考えたら、怯むのも無理ないわよね」

　しかも、どうもアシュレイン王子も腕におぼえがあるようだと知れたからかもしれない、とアリスが言った。

「アシュレイン王子はそれでいいのかしら？　なんだか馬鹿にされているようじゃない？」

　いたずらっぽい目をしたアリスがレイリアを見た。

「やっぱり気になるの？」

「冗談はやめて」

　レイリアははっとした。

　ついきつい物言いをしてしまった、とアリスに謝る。

「いいのよ。私こそ悪かったわ。とても心おだやかではいられないわよね。あなたがこの状況を楽しんでいたら、ちょっとこれからの付き合いを考えるところよ」

　片目をつぶったアリスが笑う。

　その笑顔を見て、レイリアはアリスが友人でよかった、と思った。この競技会が開けたのも、すべて彼女のおかげだ。

　こうしている間にも試合は続き、競技会は大盛況の模様を見せていた。

　混雑で揉め事も起こったりしていたらしいが、今のところ大きな混乱はなく順調に進んでいた。

　馬上槍試合は一瞬で勝負が決まる場合が多く、ひっきりなしにアリスのもとに結果の報告がやってくる。

「さらに三人がアシュレイン王子に敗れた？」

　ひとりは馬が暴れて落馬し、失格になってしまったらしい。

「あとのふたりも対戦はしたけど、明らかに王子と真っ向から勝負することに迷いがあったように見えたらしいわね」

　結果、アシュレイン王子が決勝に進むことが決まった。

「でも、決勝相手のウォルツ男爵は真っ向勝負で行くつもりのようね。ふふ、さすが婚約者を捨ててきただけはあるわ」

　アリスが楽しそうに対戦表に敗退の印を書き込んでいく。

　勝ち抜き戦の表に残る二つの名前。

　ひとつはウォルツ男爵。

　もうひとつはアシュレイン王子。

　そこから延びた線がついに交わる時がきた。

　そうして、少しの休憩を挟んで第二競技の決勝戦がはじまることになった。

　直線の走路の真ん中にはずらりと杭くいが打たれ、ロープが張ってある。

　その走路の端と端から馬で走り出し、相手と槍を交えるのだ。

　ウォルツ男爵は栗毛で鈍色の鎖で編まれた鎧の馬に騎乗し、黄色の馬衣が風に翻ひるがえっている。

「これは画になるわね！」

　誰もがこの一騎打ち戦に釘付けになっている。

　ウォルツ男爵はアシュレイン王子を前にしても、少しも怯むどころか、闘志が漲みなぎっているように見えた。

　対してアシュレイン王子は槍をゆったりと構え余裕の姿勢だ。

　ウォルツ男爵の馬が前脚で激しく地面を掻き、走り出すのをいまかいまかと待っている。

　そうして、ついにふたりの中間の距離で開始の旗が上がった。

　それを合図に二騎が同時に走り出す。

　中間地点でウォルツ男爵の突き出した槍がアシュレイン王子の脇を掠かすめる。

「っ！」

　思わず悲鳴を上げてしまいそうになったレイリアにアリスが言った。

「レイリア、槍の先は丸めてあるから大丈夫よ」

　実戦とは違って相手を傷つけないよう配慮されていて、馬から相手を落とした方が勝ちとなるルールだ。

「ち、違うの。主催者はわたしなんだから、出場者に怪我でもされたら困るもの。それだけよ」

　また走路の端で両者は馬の手綱を引いて転回させ、相手に向き直った。そして、再び馬を走らせる。

　中間地点で、また先に槍を突き出したのはウォルツ男爵だった。

　アシュレイン王子は柔軟に身を躱して槍を避けたが、その切っ先がわずかに馬の脇腹を擦った。

「っ！」

　驚いた馬が前脚を上げていななき、あわやアシュレイン王子が振り落とされそうになる。

　観客から大きな悲鳴が上がった。

「馬を攻撃したわ！　反則よ、ウォルツ男爵は失格だわ！」

　そう叫んで立ち上がろうとしたレイリアの肩をアリスが押さえる。

「アリス！」

　この競技会を取り仕切っているのはアリスだ。

　審判も彼女の指示に従うことになっている。

　アリスは厳しい表情でくちびるを引き結び試合を見つめたままだ。

　なんとか体勢を立て直したアシュレイン王子がまた槍を構えなおす。

　再び両者が手綱を引いて馬の首を回し、向き合った。

　誰もが息を詰めて勝負の行方を見守る中、二頭の馬が交差する瞬間、アシュレイン王子の槍がウォルツ男爵の肩を突いた。

　ウォルツ男爵の体が馬上から弾かれるように落ちていく。

「勝者、アシュレイン王子殿下！」

　地鳴りのような歓声に耳がおかしくなりそうだった。

　アシュレイン王子は兜を脱ぎ、軽く手を挙げ声援に応えている。

　これで最終競技に進むのは、アシュレイン王子と決まった。

















第四章　偽物の指輪












　競技場の中央に一段高くなった舞台が用意された。

　レイリアは、ひとり感慨深くその舞台を見つめていた。

　ここまで用意するのに、かなりの費用がかかった。なにしろ大急ぎで準備を進めたからだ。だが、いまのレイリアからすれば大した出費ではなかった。

　ついに時間となり、レイリアは自らその舞台の中央へと進んだ。

　そこで少し待つと、衣装を改めたアシュレイン王子が舞台へと上がってきた。いつものように、少し着崩した装いで、まるで気負ったところがない。

　大勢の目が注がれているが、まったく気にも留めていない様子だ。

　さすがは生まれながらの王子という風格を纏っている。

　準備が整ったというアリスからの合図に、レイリアは小さくうなずいて舞台の中央に進んだ。

「ここに指輪があります」

　レイリアはまず手にした指輪をアシュレイン王子に見せ、それから高く掲げた。

「これは祖母の形見です。この度の遺産は祖母からのものなので、結婚するにふさわしい相手とも祖母が巡り合わせてくれるでしょう」

　そうは言ったが、この指輪はアリスに頼んで手に入れたものだ。祖母から残されたものではない。

　街で異国の商人から買った、と彼女は言っていた。

　虹のように輝くオパールが、古めかしい台座に収まっている。

　レイリアは息をのんだ。

　多くの者が見守る中、宝箱のような豪華な箱が、小さな脚車の付いた台座に載せられて係の少女たちによって舞台上に運び込まれてきた。

　箱は三つ。

　どれもまったく同じ大きさ、同じ装飾のものだ。

　箱を運んできた少女たちが音もなく舞台から去っていく。

　それを見届けてから、レイリアは、もう一度周りに指輪を見せるように掲げた。そして、その指輪を三つの箱のうちの中央の箱に入れ、蓋を閉める。

　この蓋には仕掛けがあった。

　重い蓋が閉まる衝撃で、蓋の上に密かにはめ込んでいた板が箱の中に落ちて指輪を隠すという仕掛けだ。箱の内側とまったく同じ天鵞絨ビロード張りの板で、見比べれば他の箱とは底までの高さが少し異なるのがわかるが、ひとつだけしか開けないのだから問題はない。

　そうしてレイリアが箱から離れると、箱を運んできた少女たちが今度は大きな布を広げながら舞台に上がってきた。少女たちはその布で箱を隠すように並ぶ。

　そして、レイリアが広げられた布の向こうで宝箱の場所を入れ替える。

　台座を動かすだけで宝箱には手を触れない。

　布で隠されているのは、宝箱の高さだけで、レイリアの姿は腰から上が見えている。よって箱を開けたりしていれば、すぐに様子がおかしいことがわかるようになっている。

　箱の並びが入れ替え終わり、布を持った少女たちが舞台から降りていく。

　そうして三つの箱が残された。

「では、どれかひとつ箱を選んで蓋を開けてください」

　にっこり微笑んでレイリアは言った。

「そこに指輪が入っていれば、殿下の『勝ち』です」

　ここまできて最後は運に任せる、というかなり乱暴な条件だったが、アシュレイン王子は動じていないようだ。

　少し考え込んでいる様子で箱を見比べ、その内のひとつに近寄った。

　真ん中の箱だ。

　だが、どれを選んでも指輪は入っていないようになっている。

　これで競技会は終わりだ。

　レイリアは、この国の貴族たちの誰とも縁はなかったと言い残し、すぐに外国へ旅立つ。外国でも今回の競技会は噂になっているはずだ。なにしろ王子まで参加したのだから。

　その点では、アシュレイン王子には感謝している。

　レイリアは、彼が箱を開けるのを冷静に見つめていた。

　箱を開けて指輪がなかった時、どんな反応を見せるだろう。

　眉を寄せてがっかりするか、悔しさを滲ませるか……。

　実際は、そのどれでもなかった。

　蓋を開けたアシュレイン王子が、にやりと笑い、手にした指輪をレイリアに見せたのだ。

「……っ！」

　心臓が止まるかと思った。

　どうして？

　箱の中に指輪があるはずはないのに。

　蓋に隠していた板が落ちなかった？

　いや、そんなことはない。

　蓋を閉めた時、確かに板が落ちた手応えがあった。仕掛けを思いついてこの箱を用意してくれたアリスと、何度も予行演習をしたのだ。その時、一度も失敗せず、板は落ちて指輪を隠した。

　仕掛けは完璧だった。

　なのに――。

　幾重にもアシュレイン王子の名を讃える声が響き、会場は熱狂に包まれた。









「そんな……アリス……？」

　この仕掛けを知っているのはアリスだけだ。

　舞台から背後を振り返ったが、そこに控えていた彼女の姿はない。

　まさか――。

　アリスもアシュレイン王子と何か接点を持っていたのだろうか。

　確かに彼女も王子が好む既婚の夫人だ。

　いや、そんなはずはない。

　夫であるチェスター伯爵とは、日頃からあんなに仲睦まじそうにしているのだ。それだけは違う。

　だが、そもそも、この競技会の開催を提案してきたのもアリスだ。

「アリス……」

　頭が真っ白になりそうだったが、ここで動揺してはいられない。

　指輪を手にしたアシュレイン王子がゆっくりとレイリアに向かって歩いてくる。一歩、また一歩と。

　逃げ出したくなるが、踏みとどまった。

　そのまま目の前まできたアシュレイン王子が、レイリアの手をとり、優雅な仕草で左手の薬指に指輪を嵌めた。

「どうして……」

　思わずつぶやき、指に嵌められた指輪を凝視する。

　同じオパールの指輪だった。

「どうして、とは？」

　笑顔を浮かべたまま囁くような声で問われ、レイリアも微笑んだまま質問で返す。

「おかしいでしょう……どうやって？　なぜこの指輪を持っているの？」

　もはや相手が王子で敬わねばならないという余裕もレイリアにはなかった。

　だが、アシュレイン王子はまったく気にしていないようだ。

「指輪が入っている箱を開けたからだが？」

　アシュレイン王子はレイリアの手をとったまま、うっとりとするような微笑を浮かべているのが腹立たしい。起こるはずのないこの状況がレイリアを混乱させ、彼が王子であることを忘れさせる。

　いっそ不興を買うならその方がいい。

「不正よ。そんなこと、できるわけないわ」

　まさかここにいる観客たちは、お互い笑顔のままこんな会話が交わされているとは想像もつかないだろう。

「だったら、俺の不正とやらを暴いてみるか？　この、大勢の者たちの前で」

　大変な騒ぎになるだろう、とアシュレイン王子が不敵な笑みを浮かべる。

「君の評判は地に落ちるぞ。求婚者たちは虚仮にされたと憤り、他の者たちも君の財産を妬んで、ここぞとばかりにいくらでも悪あし様ざまに言うだろう」

　レイリアは、ぐっと息を飲のんだ。

　そして、ちらりと周りを見ると、観客たちは競技会の結果に盛り上がっている。これだけの人数が暴徒と化すことを想像するだけで動悸が速くなるくらいだ。

　とてもそんなことはできそうにない。

「ここまできたら君は受け入れるしかない、この結婚を」

「……っ！」

　レイリアと、アシュレイン王子の結婚は、もう決まったのだ。






　証人は大勢いる。









　レイリアは、アシュレイン王子に当然のように手を引かれ、控え室となっている天幕へと連れていかれた。

　天幕とはいえ、王子のために用意されているだけあって絨毯が敷かれ見栄えのよい調度も置かれている。

「やれやれ、だな」

　アシュレイン王子が甲冑を外し終えると手伝っていた従者たちが下がっていき、天幕の中でふたりきりになった。

「一体、どうやって……アリスを懐柔するなんて……」

　革の手袋をテーブルに置いていたアシュレイン王子がゆっくりと振り返った。

「懐柔？　そんなものではない。アリスは、俺と同じ乳母の乳を飲んで育った乳兄妹だ」

「乳兄妹……アリスが？」

　彼女とは長い付き合いだが、そんな話は初耳だった。

　思い返しても、これまでアリスがアシュレイン王子との特別な接点を匂わすようなことはまったくなかったと思う。

「アリスには、俺との繋がりを誰にも話すなと申しつけていたからな。もちろん、同じ乳母の乳を飲んだことを知っている者はいるが、その後、乳母を介して俺とアリスが密かに対面したことを知る者はいない。お互いこのことは隠していたのだ。そういう誰にも知られていない味方がいるというのは心強いものだからな」

　アシュレイン王子は続けた。

「だから、アリスを責めないでやってくれ」

　そう言われてもやはり複雑だった。

　彼女のことで知らないことなどないと思っていたのに。

「……いつそんなことを？」

　アリスがいつそれを約束したのか、知りたかった。

　アシュレイン王子はなんでもないことのように答える。

「確か、俺が十二歳くらいの時だったか」

　レイリアは驚いた。

　だとしたら、アリスは九歳だったはずだ。

「そんな年齢で……」

　いつかくるかもしれない事態に備えていたなんて、末恐ろしいとはこのことだ。

　何か強い危機感があったとしか思えないが、これまでの『背徳の王子』という怠惰な印象には似つかわしくない気がする。

「さて、行くか」

　ふいにアシュレイン王子がレイリアの手を再びとった。

「ちょっと……手を離して」

「嫌だね」

　アシュレイン王子の腕を振り払おうとしてもびくともしない。

「待って、どこへ連れていこうというの？」

「城に決まっているだろう。この国から逃げられたら面倒だからな」

　心の内を見透かされているようでぎくりとした。

「に、逃げないわ。だから、とりあえず家に帰して」

「帰る家などないのではないか？」

　はっとして足を止めると、アシュレイン王子が振り返った。

「だから、俺のもとへ来い」

　思わずどきりとして立ち尽くしてしまったが、このままおとなしく連れていかれるわけにはいかない。

「いやよ……っ」

　逃げようとするレイリアをアシュレイン王子がぐっと引き寄せ間近で見つめる。

「王妃になりたいのだろう？」

「な……っ」

　思わずアシュレイン王子の目を見返してしまった。

　深く青い海の底に、宝石が眠っているような瞳だと思ってしまった。

「だったら、俺と一緒に来た方がいい」

　どうにも逃れられないまま進んだ先に馬車が待っていた。

　押し込められるように乗せられ、アシュレイン王子が向かいに座る。

　王子は、馬車が動き出してから口を開いた。

「さて、これでゆっくり話ができるな」

　王族ともなれば、不用意なことはできないのはなんとなくわかる気がするが、それにしてもアシュレイン王子は警戒心が強いようだ。

「君に求婚したのは、他でもない。父が退位した後、俺がその玉座に座るためだ」

　レイリアは慎重に言葉を選んで言った。

「次期国王は、兄君……王太子さまだと……」

　耳が痛い、とばかりにアシュレイン王子が苦笑する。

「いまのところは、な」

　そして、ぐっと身を乗り出してきたアシュレイン王子が囁いた。

「俺は兄上に取って代わり、次の王となる。そうなれば、俺と結婚した君もいずれは王妃だ。悪くない話だろう？」

「それって、もしかして、王太子殿下を、あ、暗……」

　レイリアは言葉を濁した。

　これ以上、言葉にするのははばかられたからだ。

　もしアシュレイン王子が暗殺など不穏なことを考えているのなら、たとえ将来王妃になれるのだとしても、やはり彼と結婚することはできない。

「俺は、自分の身勝手な理由で国王になりたいわけじゃない」

　レイリアは、ここから先の話をきいてしまえば、後戻りできなくなる予感があった。実際、なんとしても逃げ出した方がいいかもしれない。なのに、口からは反対の言葉がこぼれてしまった。

「では、どんな考えが……？」

　あるというのだろう？

「まず話しておくことがある。いま、この国の東、隣り合うクレト王国とヴィセンテ王国は密かに揉めていてな。我が国は、そのどちらの国からも助勢を求められている」

　国王は長らく友好な関係を築いてきたクレト王国に肩入れしていて、王太子はこれからは、さらなる繁栄が見込まれるヴィセンテ王国に助勢した方がいいと訴えているらしい。

「そんなことが……」

　なんだか思った以上に雲行きが怪しくなってきた。

「ヴィセンテ王国は以前から隙あらばクレト王国に攻め入る機会をうかがっている。どうやら武器も豊富にあり、着々と準備を進めているようだが、なぜだと思う？　クレト王国とヴィセンテ王国の国力は、領土とともに元々それほど変わりはない」

　レイリアは少し考えた。

「なにか……ヴィセンテ王国は、今年の作物が豊作だったとか？」

　そして、クレト王国はなにか天災など予想外のことが起きた……というのはどうだろう。

「ああ、そういう理由がある時は、他国に攻め入る好機と言えるな。だが、違う」

　レイリアが難しい顔をしていたからだろう、アシュレイン王子がそのまま続けた。

「ヴィセンテ王国に武器が供給されているからだ。それも、我が国から」

「……ええ？」

　思ってもみない答えに、レイリアは声が裏返ってしまった。

「ど、どうして……国王陛下はクレト王国に助勢したいとお考えでは？」

　ならば一体、ヴィセンテ王国に武器を供給しているのは誰だというのだろう？

「武器の供給は秘密裏に行われている。当然、国王は知らない」

「では……」

　胸が不穏な予感に激しく脈打っている。

　どうしてこんなことになっているのだろう。

　王妃になりたいというのは、そんな大それた望みだっただろうか。

　正直、不安で心が揺れる。

　もうこんなことはあきらめた方がいいのではないかと。

　そんなレイリアの様子を眺めるようにアシュレイン王子はじっと黙っていて、沈黙が続くことに耐えられなかった。

「い、一体、誰が……？」

　意を決して訊ねたのに、アシュレイン王子はあっさりと答えた。

「武器をヴィセンテ王国に横流ししているのはブラウン辺境伯、王太子妃デルフィーナの父親だ」

　レイリアは息を飲んだ。

　だから王太子はヴィセンテ王国に助勢しろと訴えているのだろうか？　それとも、その裏に隠された真意を知らず、妃の要望を聞いているだけなのだろうか？

　この違いは大きい。

　こんなことを口にしていいのか、自信のないままレイリアは言った。

「あの、王太子殿下は、そのことを……？」

　しばらく馬車の車輪の音だけが響いていた。

「もちろん知っている」

　ただの憶測ではない、とアシュレイン王子が続ける。

「兄は、父の命で我が国がクレト王国に助勢したにもかかわらずヴィセンテ王国に攻め落とされた時、その責任を追及し退位を迫るつもりでいる」

「でも……」

　いくら武器を準備しているとはいえ、クレト王国にもこのエルド王国が助勢するのだ。ヴィセンテ王国が必ずクレト王国を攻め落とせるとは言えないのではないか。

「それがそうでもないと考えている。ヴィセンテ王国はあらかじめクレト王国の動きを知ることができるのだからな、兄からの情報で」

　そうなれば戦況は常にクレト王国に不利に働くと考えた方がいいのは、レイリアにもわかった。

「しかも、ブラウンを重用し、辺境伯に任じたのは、父だ。家臣の者からは反対の声があったにもかかわらず、な。さらには、ブラウンの甘言にのってその娘を兄王太子の妃にと迎えさせた。二心ある者を見抜けなかった父の責任は重い」

　レイリアはなんと言えばいいのか、考えが思いつかない。

「兄は、そうしてヴィセンテ王国に恩を売り、自分が王となることしか考えていない。だが、ヴィセンテ王国の狙いはその先にある。王の資質に欠ける兄を操り、いずれ我が国をも呑み込もう、というな」

　アシュレイン王子が深いため息をついた。

「兄は、以前から貴族たちに国王としての資質を疑われている。あまりにも凡庸だからだ」

「それは、少し厳しいおっしゃりようでは……」

　仕方ない、とばかりにアシュレイン王子が軽く肩を上げる。

「兄をよく知る者たちの正直な評価だ。なにより、ただ待っているだけでも王になれるというのに、それでは周りから軽んじられると焦っているんだ。自ら父である王を追い落とし、畏怖されながら玉座に就かねばならぬと思い込んでいる。そこを見透かされ利用されているんだ。だが、そんな者が王になったらどうなるか、わかるか？」

　そこでアシュレイン王子は一呼吸置いた。

「……無闇に力を振るいはじめて、止まらなくなる」

　レイリアには、にわかに信じられなかった。

「王太子殿下がそのような……」

　これまで特に悪い噂など聞こえてきたこともないからだ。遠くから見る限りは温厚そうで、容姿は弟のアシュレイン王子とはまったく似ておらず、はっきりと言えば劣っている、とは思う。だが、それもアシュレイン王子が人より際立っているから、そう見えるだけではないか。

「巷に流れる噂では、当たり障りなく真面目だとか思慮深いといった人となりしか知らされていないようだがな」

　なんだか引っかかるものを感じてレイリアはつい言ってしまった。

「そう言う殿下の評判は、いかがなのでしょうか？」

　少し驚いた顔をした後に、アシュレイン王子が大きな声で笑い出した。

「言われてしまったな。確かに、俺の評判は悪い、兄よりもよっぽど」

　まだおかしさが残っているとばかりにくすくすと笑いながら、アシュレイン王子はレイリアを見た。

「まったく、おもしろいな、君は」

　そう言うアシュレイン王子の瞳に、いままでになかった光が宿った気がした。

「今回、君のおかげで俺は競技大会でかなりの注目を集めた。そして、そんな君を妻として迎えることになって、俺の評価はさらに高まる」

　アシュレイン王子が両手を組んでレイリアを見た。

「君は、莫大な財産を持っている。そして、俺は君を妻に迎えることでそれを国外に流出する可能性を防いだという功績と、競技大会で勝ち抜き、人々の注目を集めたことで王宮で存在感を増すことができた。これ以上ない理想的な結婚相手だ」

「ですが、その……殿下は、それでよろしいのですか？」

　レイリアは、アンジェラを見返すためだけに王妃になりたいのだ。

　身分は、伯爵家の娘だが、当主は弟に代わったばかりで頼りなく、アシュレイン王子の強い後ろ盾になれるとは言い難い。

　そんな条件しか持ち合わせていないレイリアを妃にしてかまわないのだろうか？

「かまわないね。君は王妃になりたいという野心家で、行動力もある。そして、家柄なんてものともしない財産の持ち主だ」

　レイリアは、ほんの少しの間に自分の評価がすっかり変わってしまったことを実感した。

「俺は、この国を守るために手段は選ばない。君もそうだろう？　つまり、お互いの利益は一致している。俺に協力してほしい。その見返りとして君は王妃となる」

　アシュレイン王子がぐっと身を乗り出してきてレイリアの目を覗き込んできた。

「どうだ、悪い話ではないだろう？」

　真っ直ぐに見つめてくるアシュレイン王子の目を、レイリアは見返すことができない。

　なにより、どう考えてもこれは悪い話だ。

　レイリアは、宮廷でアシュレイン王子の評価を高くするためだけの存在でいればいいとは思えない。

　優雅に微笑んでいるだけでは、務まらないはずだ。

「……迷っているようだが、ここまで話を聞いたのだから、もはや選択の余地はないと思ってもらわないと少々困ることになる」

「ど、どう困ると？」

　おそるおそる訊ねてみて後悔しかない答えが返ってきた。

「君が女として生まれてこれまでずっと大事に守ってきたものを、いまここですべて踏みにじる」

「……っ」

　ゾッとした。

　アシュレイン王子は恐ろしい目をしている。

　これは脅しではない。

　余裕のある口ぶりで語られていても、伊達や酔狂ではないのだ。

　だとすれば、こちらもしたたかに考えを巡らせてもらうことにする。

　アシュレイン王子は、王になれるのだろうか？

　他国の王族と知り合って結婚するより、王妃になれる可能性が高い気はした。

　これは、賭けだ、それも大きな。

「……わかりました。アシュレイン殿下、わたしと結婚してください」

　アシュレイン王子がにやりと笑いながら手を差し出してきた。

「これより我らは同じ利を得んとする同士だ」

　堅苦しい物言いは不要だ、と言われ、レイリアは彼と同じ舞台に上がったのだと覚悟した。

　きっと想像を絶する世界が待っている。

「俺のことは名前で呼ぶといい。君にはその権利がある」

















第五章　第二王子の妃












　馬車はそのまま城へ到着した。

　すでに日が暮れていたため、レイリアを国王へ紹介するのは明日、ということになった。

「アシュレインさま」

「アシュレインと呼んでかまわない」

　そうだった、と思い出し、レイリアは慣れるためにもう一度言った。

「アシュレイン、あなたとわたしの結婚を国王陛下が反対なさることはないの？」

「ないな。君にはそれだけの価値がある」

　本当にそうなのか、疑わしい。

　つまり、レイリアには財産という価値しかないのだ。

「あと、お願いしたいことが……」

「なんだ？」

　少し言い出しにくかったが、放ってはおけない問題がレイリアにはあった。

「わたしの家族、ディトン家の者のことよ」

　アシュレイン王子がぴくりと形のいい眉を上げた。

「さっそく大臣に取り立ててほしいとでも？」

　冗談めかした口調だったが、レイリアは笑えなかった。

「ち、違うの。その反対よ。ご存じだと思うけど、もうあの家族とは関わりたくないの」

「だろうな。もっともアリスからの話でチェスター伯爵を君の後見人にするよう手を回したのは俺だ」

「そ、そうだったの？」

　驚いたものの、だから話があっという間に通ったのだと腑に落ちた。

「……まあ、あらためて俺から使者を送って、勝手に君に会いに来たりしないようディトン家の者に厳しく申しつけておこう」

「あ、ありがとう……」

　競技会の会場にも勝手に押しかけてこないように警備の者に頼んでいたおかげで、継母と弟は姿を見せなかったが、あのまま大人しくしているとも思えなかった。だが、王子からの厳命であれば無視するほど愚かではないだろう……多分。

　あっさり引き受けてくれたアシュレイン王子に、肩の荷が下りたような気がして、レイリアはほっとした。

「では、後のことは侍女に任せる。今日のところはゆっくり休め」

　レイリアはうなずいた。

　少し心細くて遠ざかっていくアシュレイン王子の背中を見つめていると、ふいに王子が足を止めて振り返った。

「レイリア。君はもう俺の婚約者として迎えるように侍女たちには申しつけているから、心配するな。なにかあれば俺に取り次ぐよう言えばいい」

　一応、アシュレイン王子は気遣ってくれるつもりがあるようで少し安心した。

　だが、お互い利用し合う関係だということは忘れないようにしなくては……。

　そう心に誓っていると後ろから侍女に声をかけられた。

「レイリアさま、こちらに。お部屋にご案内いたします」

「は、はい」

　自分の人生でこんなに丁寧に扱われることがあるなんて思っていなかったレイリアは胸がどきどきした。

　部屋に案内されている間、通り過ぎる者たちがちらちらとレイリアのことを見ているようで緊張してしまう。

　そうして、ようやくレイリアのための部屋のドアが開かれた。

「素敵なお部屋……」

　思わずつぶやくと侍女がにっこりとうれしそうに言った。

「アシュレイン殿下がもうすぐこの部屋を使う方をお迎えになるということで、整えておりました」

「そ、そう……」

　まったく素直によろこべない。

　競技会はアシュレイン王子に裏をかかれ、思い通りに利用されてしまったのだ。

　だが、そこで思い直す。

　レイリアも王妃となってアンジェラを見返すためにここにいるのだ、と。

「それでは、隣の部屋には侍女が、部屋の前には警護の者がおりますので、安心してお休みください」

　そうしてレイリアは部屋でひとりになった。

　ここが王城だと、なんだか実感がわかない。

　だが、部屋は、さりげなく高価な調度が置かれていて趣味がいい。

　天蓋付きのベッドは広く、ふかふかの枕がいくつも重ねられている。

　その枕に頭をうずめてレイリアは肩の力を抜き、目を閉じた。

　思い浮かべたのは、アリスの顔だった。









　翌朝、準備を終えたレイリアはアシュレイン王子と共に、国王陛下に拝謁した。

　大臣たちに囲まれ、こんなに間近で国王に言葉をかけられるのははじめてだった。

「そなたがディトン伯爵家の娘、レイリアか」

「はい、お目にかかれて光栄にございます、陛下」

　すでにアシュレイン王子により国王への説得はおおむね済んでいるとのことだった。

　最初は眉を顰めたらしいが、レイリアが莫大な財産を持っていることや、競技会でのアシュレイン王子の活躍を大臣たちが褒めそやしたのを聞いて認めるつもりであるらしい。

　もちろんその大臣たちにはアシュレイン王子の根回しがあったのだが。

「此度は競技会とやらを開き、大変な騒ぎだったと聞くが……」

「昨今、周辺国の不穏な情勢を知る民たちには、大変な気晴らしになったかと存じます」

　片膝を突き頭を垂れるアシュレイン王子に、レイリアも倣った。

「陛下、どうかこの私とレイリアの結婚をお許しください」

　しばらく間があった。

　隣に控えている王妃となにやら小声で言葉を交わしている。王妃は、間近で見ると、アシュレイン王子ととてもよく似た面差しの美しい方だ。だが、顔色は悪くやつれている。もう何年も病に悩まされていて、普段は静かな離宮で暮らしていると聞いていた。そのため政まつりごとにも特に口を出さないらしい。

　アシュレイン王子は、これまでさんざん遊び回っていないで結婚するように言われていたのだから、花嫁を連れてきただけで歓迎される、とは言っていたが……。

「……よいだろう。佳よき日を選んで式を挙げよ。アシュレイン、妃を持つのだから、そろそろ落ち着き、政務に携わるように」

「は……心します」

　ほっとして顔を上げると、王太子ジュストとその妃がこちらを見ていることに気づいた。王太子妃デルフィーナの腕にはかわいらしいマーヴィン王子が抱かれている。

　幼い王子の年はまだ二歳だ。

　レイリアは、控えめに腰を屈めてお辞儀をし、それからアシュレイン王子と微笑み合った。

　仲睦まじく見えるよう、事前に打ち合わせをしておいたのだ。

　誰が見ても、結婚へ向けて希望に満ちあふれたしあわせいっぱいのふたりを演じる。

　だが、おそらくアシュレイン王子も頭の中では冷静に次の段取りを考えているはずだ。

　そうして、レイリアは、国王からの許可を得て、王子の婚約者としてうれしい気持ちを隠しきれない弾んだ足取りで、アシュレイン王子はそんな婚約者を愛おしそうに見つめつつ謁見の間から辞した。

　廊下でふたりきりになると、さっとそんな雰囲気は消え失せアシュレイン王子が言った。

「結婚式は、簡単に済ませるぞ」

「ええ」

　レイリアが躊躇なくうなずくとアシュレイン王子が怪訝そうな顔をした。

「なにか？」

「いいのか？　結婚式だぞ？」

　なにかこだわりは、と問われてレイリアは少し考えてみた。

　形式に則のっとって済ませたらいいのではないか、と正直に答える。

「それで問題でも？」

　愛する人との結婚式ならば、悩み抜いて準備し、その日を迎えたいと思うだろうが、残念ながらこの結婚はそうではない。

「いや、問題ない」

　そう言ったアシュレイン王子と別れ、レイリアは一度部屋に戻って休むことにした。

　やはり少し疲れた。

　重いドレスを脱ぎ、思い切り手足を伸ばしてくつろぎたい、と思いながら部屋に戻るとそこにはアリスがひとりたたずんでいた。

　しっかりと背筋を伸ばしてこちらを見ている。

「お帰りなさいませ、レイリアさま」

「アリス……」

　顔を見るのは、あの時以来だった。

「今日からあなた付きの侍女になったの」

　にっこりとアリスが微笑む。

「怒ってなんていないでしょう？」

「ええ、もちろんよ」

　アリスが肩の力を抜いたことが伝わってきて、レイリアも微笑んだ。

「そんなことよりも、わたしにはあなたが必要だもの」

　そう言って腕を広げると、アリスが飛び込んでくる。

「アリス……」

「騙したのは、悪かったと思っているわ。でも、あなたとアシュレインさまを結びつけようとしたことは謝らない」

「ええ、わたしも謝ってほしいとは思っていない。その代わり、これからはわたしにも協力してもらうわ。そのアシュレインさまのためとして」

　アリスが体を離し、レイリアの顔を見る。

「もちろんよ。私はあの方のためならなんだってするわ」

　まったく迷いのない言葉に、アリスとアシュレイン王子、ふたりにしかわかりえない特別な絆を感じた。

「わたし、王妃になりたいなんて言っておきながら、具体的に王族の一員としてどう振る舞えばいいのか、まったく想像していなかったの」

　レイリアは正直に続ける。

「どうすればいい？」

「私に任せて」

　アリスが片目をつぶって見せた。









　アシュレイン王子とレイリアの結婚式は簡素ながら厳粛に王城内の教会で執り行われた。

　淡々と式は進められ、レイリアはエルド王国第二王子アシュレインと婚姻を結んだ。

　ただ、結婚式はあっさり済ませたが、その後に開かれた舞踏会はなかなか大変だった。

　大勢の貴族が出席し、簡単とはいえそのひとりひとりから祝辞を受けるのだから。

「退屈だろう？」

　広間の一段高くなった場所に置かれたテーブルに並んで座るアシュレインが正面を向いたまま小声で言った。

「だが、結婚式を簡素にした代わり、と思ってくれ。本当はできる限り豪華にしたかったが……」

「どうして？」

　婚約してからアシュレインの人となりというものが少しずつわかってきた。

　彼はとにかく合理的だ。

　そして、特に怠惰でもなく、華美なことも好まないように感じる。

　他のことはまだわからないけれど。

「俺は兄に対して反撃をはじめたのだからな。これからは兄の立場を堂々と脅かしていくつもりだ」

「反撃って……」

　ということは、先に攻撃してきたのはジュスト王太子ということになる。

　父である国王に謀反を企てているのだから、見た目通りのおだやかな人物ではないのだろうが……。

「俺は幼い頃、兄に離宮の庭にある池に突き飛ばされて殺されそうになった」

「池に……殺されそうに？」

　驚きを表情に出さないようにするのが、難しかった。しかも、なかなか信じられる話ではない。

　さすがにレイリアもアンジェラと憎み合ってはいたが、殺し合うところまではいかなかった。

「お互い子どもだったのでしょう？　遊んでて、ということではなくて？」

「子どもだったが、明らかな殺意を感じた。兄は俺が溺れそうになっているのをじっと見ていたんだ。動揺してなにもできなかった、という様子ではなかった。あの時の冷たい目は、とても忘れられるものではない」

　いまでも鮮明に憶えている、とアシュレインは言った。そして、その時、たまたま庭の手入れにやってきた庭師に助けられたという。

「はっきりと命の危険を感じた。だが、誰にも言わなかった。溺れたことでその前後のことはよく憶えていない、で通した。兄のやったことを訴えても、信じる者はいなかっただろうし、騒ぎ立てれば今度こそ確実な方法で殺されると思ったからだ」

「どうして兄弟でそんなことに……」

　アシュレインは、挨拶の終わった貴族に対し、かすかに微笑んで返しながら話を続けた。

「この国の歴史だけでも親兄弟で殺し合った話はいくらもある。だから当然のことでもないが、あり得ないことでもない。自分で言うのもなんだが、俺は兄よりどこをとっても優れている。兄は王の器ではない。なぜなら、兄は、努力して王にふさわしくあろうともせず、自分より優れた弟を殺そうと考えるような男だからだ」

　とはいえ、アシュレインもこれまでの外聞は決してよいものではない。

「……母が体を悪くしたのも、兄の仕業だと思っている。母と俺はよく似ているだろう？　そして、兄よりも自分に似ている俺のことを特にかわいがっていた」

　とにかく兄は俺のことが憎いようだ、とアシュレイン王子は投げやりに言った。このことについては、あまり話したくないのかもしれない。

　肉親同士の問題など重すぎる。

　だが、ジュスト王太子の気持ちが、レイリアには少しわかる気がした。

　アンジェラのことも、姉妹でなければ、仲良くはなれなくても、ほどほどの友人としてつき合っていけたのではないかと思う。

「兄は陰湿さだけは誰よりも優れている。俺が自分の王太子の地位を脅かさないか、いつも目を光らせていた。だから、なんでも兄より上手くこなしていては、再び命を狙われると思って生きてきた。幼い時は病弱を装い、長じては怠惰に振る舞った」

「夫のいる貴婦人とおつきあいするのも？」

　ふいに吹き出したアシュレインを、挨拶の途中だった大臣が怪訝そうに見た。咳払いで誤魔化し、またアシュレインは平静を装った。

「彼女たちは、協力者だ。夫は地位のある貴族で、その動向を探るのに力を貸してくれていた。兄とブラウン辺境伯との陰謀が知れたのも彼女たちのおかげだ……もちろん、見返りも与えたが」

　それがあの暗がりでのくちづけなのだろう。

　身分ある貴婦人たちには、親の決めた結婚で夫と心が通じ合わない日々に疲れている人も多い。

　そこにこんな美しい王子が現れるのだ。

　夫への意趣返しとして、アシュレインに『ここだけの話』をしてしまっても無理はない。

　結果、利用されているとわかっていても……。

　そして、レイリアも同じ道を辿るのかもしれない。

「さて、そろそろ最後の役目だな」

　ゆっくりと音楽が流れはじめ、広間を囲んで輪ができる。

　その中心に今宵の主役がふたり揃って登場するのを皆が待っていた。

　アシュレインが差し出した手を、レイリアがとると歓声が上がった。くるりと回って見せた時、こちらを見ている王太子ジュストの視線に気づいた。先ほどの話を聞いた後だからか、なんだかその目つきに不穏なものを感じたが、すぐに隣にいたデルフィーナ妃と微笑み合いなにか言葉を交わしているのを見てほっとした。

　それに、いまは周りに気を取られている場合ではなく、ダンスに集中しなくては。

　アシュレインは王子だけあって、ダンスも優雅だ。

　一緒に踊るレイリアのことも美しく見せてくれる。

　この舞踏会のために用意したレイリアのドレスは、飾り気のないものにした。

　どんな贅沢を凝らしたドレスで現れるかと思っている者たちの裏をかくように、清楚で控えめな初々しいドレス。

　この国にエルドという祝福を授けた女神の衣装を象かたどったものだ。

　これを悪趣味だとあざ笑うことができる者はいない。

　たとえ、それがアンジェラでも。

　そういえば、祖母は、結婚式でどんな花嫁衣装を着たのだろう。

　その結婚生活について、母の日記には特に何も記されていなかった。

　しあわせだったのだろうか。

　祖母は、母を産んだ時、そしてレイリアの誕生を知った時、なにを思ったのだろう。

　もうわからない。

「どうした？」

　そっとレイリアを抱き寄せるようにして耳元でアシュレインが囁いた。

「え……？」

　つい俯いていたのだろう。

　レイリアが顔を上げると、アシュレインの瞳に自分が映っていた。

　広間のシャンデリアは、夜空の星が降ってきているかと思うほどのきらめきで、まるで夢のようだ。

　ずっと思い出さないようにしていたけれど、レイリアの幼い頃からの夢は、舞踏会で王子さまと踊ることだった。

「いいえ、なんでもないわ……」

　無邪気に夢を見ていたあの頃から、こんなに遠いところまできてしまった気がして、胸の奥が切なく痛んだ。

　これは夢のような結婚ではない、相手が王子さまでも。

　眦まなじりが熱くなり、涙が滲んできたのがわかる。

　アシュレインがそっと頬にくちびるを寄せてきて、レイリアは自然と目を閉じていた。

　そして、頬にひとすじ、涙が伝わった。









　舞踏会では、新婚の夫婦は一曲踊っただけで、それぞれ早めに部屋に引き上げた。

　レイリアは、踊っている途中でなんだか感傷的になってしまい、それが過ぎ去ってしまうと脱力感しか残っていなかった。

　もう横になってしまいたい。

　ただ、今夜は初夜だ。

　それでも、アシュレインと一晩同じ部屋、同じベッドで過ごすのだとしても特別緊張することはない。

　ベッドは優に四人は横になれるくらいの広さがあるし、すっかり疲れているのであっという間に眠ってしまいそうだ。

「アシュレイン殿下がお見えです」

　寝室のドアの向こうから厳かに告げられて、アシュレインが現れた。

　いつもよりくつろいだ装いで、彼も特別この夜のことを意識しているようには見えない。

「アシュレイン」

　ふあ、と思わずあくびが出てしまった。

　ここのところ結婚式の準備で忙しかったのもあるし、その当日である今日はやはり疲れた。

　アシュレインも無造作にベッドに腰を下ろし、いつもと変わらない様子だ。

　当然、レイリアのことなど何とも思っていないのだろう。

　彼は遊び人で数々の浮き名を流してきたのだ。

「今日の結婚式、ブラウン辺境伯も参列していたわね」

　アリスがこっそり耳打ちしてくれて知ったのだ。

「いい機会と捉えたのだろうな。堂々と、城を訪ねる名目ができたのだから」

　ブラウン辺境伯は、娘が王太子妃というのもあっていつ城を訪ねてきてもおかしくはない身ではある。だが、国の要所である地をそうそう留守にはできないと思うのか、城を訪ねることは滅多にないという。

「まあ、後ろめたいからだろうな。それが今頃は、娘夫婦と久しぶりに会えたと三人だけで酒でも飲む口実で、存分に密談をしているだろう」

　くすくすとアシュレインが笑う。

「いまのうちにたっぷりと甘い夢を見るがいい」

　そう言って目を細めているアシュレインの横顔のほうが、よっぽど悪だくみをしているようで、レイリアは思わずまじまじと見つめてしまった。

「……なんだ？」

「すごく悪い貌かおをしているわ」

　眉を寄せたアシュレインがぐっとレイリアの方に身を乗り出してきた。

「どこがだ？　もっとよく見てみろ」

　鼻先がくっつきそうなほど顔を寄せてきて驚いた。

「ちょっと……」

　さすがに近すぎる、と顔を背けようとしたレイリアのくちびるに、アシュレインのそれが重ねられた。

「ん？」

　くちづけられているのはわかったものの、どういうことかはわからずに体が動かない。
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　この状況に、なにか勘違いしてしまったのかもしれない。

　なにせ寝室は薄暗く、甘い香りが漂っている。

「な、なに……」

　組み敷かれて見上げるアシュレインの顔は、いつもと違っていた。

「ア、アシュレイン……あの……」

　体の上に身を屈めてきたアシュレインに、レイリアは手足を絡め取られ、ついに彼を夫として受け入れてしまった。

　彼の手練に抗えるはずがなかった。









　一体、どういうつもりなのか……。

　レイリアは頭を抱えていた。

　アシュレインとは、利害が一致するだけの関係。

　お互いの目的のために利用し合うため結婚したはず。

　なのに……。

　アシュレインが昨夜とった振る舞いの意味がわからない。

　夫婦として表向きにだけだと思っていたのは、レイリアだけだったのだろうか？

　昨夜、全身にくまなく注がれたのは、一体なんだかわからない。

「どうしたの？」

　アリスの声にはっとした。

「なんでもないわ」

　アシュレインとの夫婦のあり方をアリスには相談しにくい。彼女はアシュレインの妹のようなものだ。

「アリス、ずっとわたしについてくれているけど、お屋敷に戻らなくていいの？」

「私はあなたの侍女だもの。ずっとそばにいるわよ、もう少し落ち着くまで」

「そう？　なんだか悪いわ。チェスター伯爵が寂しがっているんじゃないのかしら」

　アリスが照れくさそうにはにかんで、少女のように微笑むと、レイリアまで胸があたたかくなった。

「でも、本当になんだかとっても疲れているようよ。大丈夫？　医師を呼びましょうか？」

　アリスが心配してそう言ってくれたが、断った。

　もう夜も遅い。

　今日一日、王子の妃という身分には、思った以上の役目があり、その説明を侍女から受けているだけで終わってしまったから疲れているだけだ。

　それと昨夜あまり眠れなかった。

　医師に診てもらうようなことではない。

「あまり無理しないでね」

「ええ……」

　生返事をしている間に、いつの間にかアリスは退出してしまったようで寝室にはレイリアだけが残されていた。

　自分の部屋なのだから残された、というのもおかしな気もしたが、なんだか手持ち無沙汰でそわそわしてしまう。

　そうしていると、ドアの向こうから部屋付きの侍女の声がした。

「アシュレイン殿下がお見えです」

「え！」

　レイリアは薄闇の中一人で目を見張ってしまった。

　また寝室にアシュレインが訪れるなんて、そんな馬鹿な。

「ど、どうして……」

　考えてみれば、たった一晩だけでは義務を果たしていないと見なされてしまうのかも。

　仮にも、新婚の夫婦なのだ。

　今夜こそ、並んでただ眠るだけ。

　昨夜のあれは、ただの気の迷いのはず。

　とはいえ、落ち着かずおろおろしていると、アシュレインが寝室にやってきた。

　さらに、ためらうことなく当然のように夫としてベッドの上でレイリアを抱き寄せてきた。

「ま、待って……」

「何を待つことがある……夜は短いぞ」

　確かに、昨夜は気づいたら空が白んでいたのだ。

　そこではじめて、レイリアは医師を呼んでもらい、具合が悪いと訴えればよかったことに気づいた。

　そして、なにか理由をつけなければ、アシュレインを拒めない自分に呆然としてしまう。

　ふいに体から力を抜いたレイリアの様子を、アシュレインがどう受け取ったのかはわからないが、昨夜と同じように体を重ねてきた。

　また夜が白むまで。

















第六章　暗躍












　結婚式の後、落ち着いた頃合いを見計らってくれたのか、レイリアは、王太子妃デルフィーナのお茶会に招待されていた。

　王太子とその家族は、城の南側の一角で暮らしていて、レイリアの部屋がある西側とは明らかにその待遇は違っている。

　綺麗に刈られた生け垣に、優雅な噴水のある庭は広く、陽当たりもいい。

　その中庭に設置されたテーブルには、お茶とお菓子が並び、王太子妃お気に入りの侍女たちがずらりと並んで控えている。

　レイリアはアリスだけを傍に置き、万事控えめな受け答えを心がけていた。

「でも、アシュレイン王子はあなたと結婚してよかったのではないかしら。以前は、いつも不機嫌そうなお顔をしていらしたけど、いまはなんだか雰囲気もおやさしくなった気がするわ」

「それも、王太子妃さま方があたたかく見守ってくださるおかげだと思います」

　にこやかなレイリアの答えにデルフィーナが鷹揚にうなずく。

「ですから、わたくしもデルフィーナさまをよく見習ってアシュレインさまをお支えしたいです」

「とてもいい心がけだわ。妃の務めは、いつも殿下のことを考え、お支えすることですからね」

　感心するようにレイリアはデルフィーナの話に目を輝かせる。

「あの、王太子殿下は、どのようなお方なのでしょう？　義理の兄君とはいえ、やはりわたくしなどにはお話しするのも畏れ多くて」

「まあ、いやだ」

　デルフィーナが明るく笑った。

「ジュストさまは、とっても気さくな方よ。そんなに身構えなくても大丈夫。おやさしくて、マーヴィンのこともよくかわいがってくださるの。きっとあなたのことも義理の妹として気にかけてくださるわ」

　今度、家族の食事の席に招待する、とデルフィーナは約束してくれた。

「今日は楽しかったわ、レイリア」

「お誘いいただきありがとうございました、王太子妃さま」

　大した後ろ盾のない家柄出身のレイリアと、父親が辺境伯であるデルフィーナでは、あまりにも差があるが、王太子妃としておおらかに接してくれた。

　いまのところは、様子を見ているのだろう。

　レイリアも臆することはなかった。

　なにしろ、レイリアは、その気になれば王太子妃の存在感など霞ませてしまうほどの資産がある。

　豪華なドレス、贅沢な宝飾品。

　この王城を取り巻く貴婦人たちが一目置くようなものを、いくらでも身につけられる。

　たとえ辺境伯を父に持つ王太子妃でさえかなわないはずだ。

「レイリア、これからもわからないことがあれば、なんでも私を頼ってちょうだい」

　レイリアはここぞとばかりにその言葉に飛びついた。

「では、ひとつお願いしてもよろしいでしょうか？」

「なにかしら？」

　気をよくしているらしいデルフィーナが微笑む。

「わたくし、まだこの王城に迎えられて右も左もわかりません。アシュレインさまはお忙しいようで、あまりかまってくださらないですし、侍女たちもまだ城での暮らしにとまどっているばかりで……」

　レイリアがアシュレインに相手にされていない、と聞いた王太子妃は明らかに機嫌がよくなったように見えた。

「まあ、それは困るわね」

　はい、とレイリアはしおらしく答えた。

「ですから、しばらく王太子妃さまの侍女をお借りできないでしょうか？」

「侍女を？」

　思ってもみない頼みだったのだろう、王太子妃は少し驚いて周りに控えている自分の侍女たちを見回す。だが、侍女たちは澄ました顔で行儀よく立っている。

「そうね、それくらいかまわないわ」

「まあ、ありがとうございます。お借りする侍女はわたくしが選んでもよろしいですか？」

　デルフィーナはかすかに眉を寄せたが、すぐに余裕を感じさせる笑みでうなずいた。

「では、あの赤いドレスの侍女をお借りしても？」

　部屋にいた王太子妃とその侍女たちの表情が一瞬強ばった。

　赤いドレスの侍女はどんな反応をしていいのかわからないような複雑そうな顔をしている。だが、そんなことにはまったく気づかないふりをしてレイリアは無邪気に続けた。

「年も近いようですし、わたくしもああいうドレスが着てみたいと思っておりましたので、趣味が合うかと」

　赤いドレスは華美で王太子妃の侍女にふさわしいとはとても思えない。

　なんだか気まずい雰囲気になってしまい思わずレイリアは声を上げた。

「ああ！　申し訳ありません。彼女は、王太子妃さまのいちばんのお気に入りでしたか？」

　だから手放せないのか、とレイリアが心配すると赤いドレスの侍女がちらりと王太子妃を見た。

　王太子妃はしぱらく考え込むように黙ったままだったが、

「ええ、いいわ。しばらくあなたの傍に置いておくといいでしょう」

「まあ、ありがとうございます！」

　レイリアは赤いドレスの侍女ににっこりと微笑んだ。

「よろしく頼みますね。あなた、名前は？」

「……マデリンと申します、レイリアさま」

　そうして、レイリアは王太子妃の前を辞し、マデリンを連れて自分の部屋へ戻った。









　部屋に戻ってきたレイリアはマデリンを振り返って言った。

「さっそくだけど、マデリン。明日、王妃さまのお見舞いに行くためのドレスを選んでくれないかしら？」

「王妃さまのお見舞い、ですね」

　アリスが案内したクローゼットには、ずらりと色とりどりのドレスが掛けられている。

「こんなにたくさん……！」

　マデリンが目を輝かせてドレスを選びはじめた。

「王妃さまに気に入っていただかなくてはならないから、慎重に選んでね」

「もちろんです。このドレス、どちらであつらえられたのですか？」

　有名な店の名前をいくつもあげながら、レイリアはチェストの上に置いてあった羽根扇を手に取った。

「ああ、なんて素敵なの！　この手触り……数だけじゃなくて質もデルフィーナさまのドレスとは比べものにならないわ」

「あら、いまなんて言ったの？」

　満面の笑みでマデリンが振り返って言った。

「デルフィーナさまのドレスより、レイリアさまの趣味の方が素晴らしいですわ。あの方のドレスはどれもいまいち地味で、もっと華やかなものをお召しになったらいいのにと、いつも……」

　レイリアは手にしていた羽根扇をぴしゃりと音を立てて閉じた。

「……なんて無礼なの」

「え？」

　マデリンが驚いたように手を止めてレイリアを見る。

「聞き捨てならないわね。デルフィーナさまのドレスが地味ですって？　なんて失礼な言いようなの！」

「え、え、お、お待ちください……そんなつもりでは……」

　マデリンとしては、軽い追従のつもりだったのだろう。

　レイリアが、王太子妃に対してライバル心を持っていれば、よろこんでドレスの一着や二着、下賜したかもしれない。

　だが、事態はマデリンの思った方向とは違うところへ進もうとしている。

「まったく侍女としてあるまじき暴言だわ」

「そんな……」

　マデリンは王太子の愛人だ。

　地方貴族の娘という身元で王城に勤めることになったが、王太子妃の侍女となり、その夫である王太子にも取り入ったという。

　あの王太子は呆れたことに、よりによって自分の妻の侍女を愛人としている。そして、マデリンも王太子の寵愛をいいことに、いささか増長しているという。

　そして、この侍女マデリンは、ヴィセンテ王国が密かに送り込んでいる間諜かんちょうだった。

　彼女の仕事は、王太子とその妃の両方を見張るためだが、比重としては王太子の本心を探る方を重要としているようだ。

　そのことをアシュレインから知らされた時はさすがに驚いた。はっきりと明言はしなかったが、どこかの貴婦人からの確かな情報らしい。

　よってこのマデリンをこのままにしておけないということになったのだ。

「王太子妃さまが許しても、わたしは許さないわ」

　マデリンが侍女をやめさせられたとなると、ヴィセンテ王国は少なからず混乱するだろう。

　王太子か、その妃が裏切りを謀っているのでは、と。

　そうなれば、王太子から流れてくる情報の信頼性は下がる。そして、ヴィセンテ王国は、その情報が正確かどうか確認するのに時間がかかってしまう。

　それが狙いだ。

　レイリアはマデリンを追い詰めようとさらに厳しく言った。

「いますぐ侍女の職を辞して去りなさい。そうでなければ、アシュレインさまに厳しく罰していただくわよ？」

　さあ、どうでるか。

　レイリアは、マデリンの様子を眺めていた。

　表情は硬く、なにか迷っているようだが、間諜として冷静に策を巡らせているふうでもある。

　当然だろう。

　ここで王太子夫妻に取り入るのが彼女の与えられた密命なのだから。

　もしかして愛人として王太子に泣きつくかもしれないが、マデリンを追い出そうとしているのはレイリアだ。内々に収められる相手ではないと判断する可能性の方が高い。そうなれば、公然と愛人を庇うわけにはいかないはずだ。

「も、申し訳ございませんでした……っ！」

　マデリンは目に涙をためながら足早に部屋を出ていき、レイリアはアリスを見た。

「はあ、つまらないわ。他にもいろいろ罠を張っていたのに」

「罠って……」

　レイリアの少し咎めるような声音に、アリスが肩をすくめた。

「だって、あんなにあっさりこちらの思惑通りになるなんて思わなかったわよ」

　マデリンの失言を誘う作戦は、アリスが考えたものだ。

「でも、ありがとう。やっぱりあなたがいてくれてよかったわ」

　アリスの存在はなによりも心強かった。

　王城という場所は、レイリアひとりでは、ままならないことも多い。

　そう言うと、アリスがじっとレイリアを見つめてきた。

「どうしたの？」

「ううん、お礼なんていいのよ。私はあなたとアシュレインさまのためならどんな協力も惜しまないわ」

　ふと、なぜそこまでという疑問が湧いてきた。

「私ね、夫と結婚できたのは、アシュレインさまのおかげなの」

「そう……だったの？」

　彼ら夫婦は幼なじみで、当然将来結婚する仲だとレイリアは思っていた。お互い初恋を叶えた、しあわせな夫婦だとばかり。

「ええ、ずっと想い合っていたわ、夫とは。でも、ある時、私に別の縁談が持ち込まれたのよ。夫の両親が相次いで亡くなったことで、まだ若くして爵位を継いだ夫に私の父が不安になってね」

　その時持ち込まれた縁談の相手は、かなり年上の地方貴族だったらしい。チェスター伯爵との結婚が難しいかもしれないとなって嘆くアリスを救ったのは、アシュレインだったという。王子であるアシュレインからの取りなしで、アリスはチェスター伯爵と結婚できたのだと。

「アリス……どうして話してくれなかったの？」

　アシュレイン王子のことといい、親友だと思っていたのは、自分だけだったのだとしたら悲しい。

「あなたはあなたで、その時お父さまのディトン伯爵が亡くなって大変だったでしょう？」

　だから、相談できなかった、とアリスが話す。

「……あなたには助けられてばかりだわ」

　これまで親友の力になれていなかったのではないかと思うと、レイリアはつらく、申し訳なかった。

　だが、アリスが楽しそうに弾んだ声で言った。

「そんなことないわよ。以前、舞踏会で私のドレスを貶けなしてきたアンジェラと派手に喧嘩してくれたわ」

「いやだわ、思い出させないで」

　あの時、アンジェラはアリスのドレスを子どもっぽいと馬鹿にしてきて、レイリアとつかみ合いの喧嘩になったのだ。まだ幼さの抜けない頃で、いまとなっては恥ずかしい話だった。

　だが、そんなこともあったと懐かしく笑い合う。

「だから、あなたにはアシュレインさまを助けてほしいの」

　アリスが真剣な眼差しで見つめてきて、その期待に応えるようにレイリアは重々しく頷いた。









　翌日、マデリンがあの後すぐに荷物をまとめて城を出ていったとの報告があった。

　レイリアは取るものも取りあえず、といった様子で王太子妃のもとを訪ねていた。

　彼女の前で自ら跪き、頭を垂れる。

「申し訳ありません。あの侍女が、デルフィーナさまについてとても捨て置けないことを……」

「あなたが跪くことなどないわ、レイリア」

　デルフィーナ自らレイリアに手を貸し立たせてくれた。

「なんておやさしい……それなのに、あのマデリンという侍女は……」

　レイリアはあの後自室で起こったことをかいつまんで話した。

「マデリンは、そんなことを？」

「はい。デルフィーナさまに大変お世話になっておきながら、あのような恩知らずな……」

　許せなくて、とレイリアは悔しさを滲ませる。

「あなたがそんなに……」

「いいえ、デルフィーナさまは、わたくしの憧れの方ですから」

　満更でもないような表情のデルフィーナに、レイリアは申し出た。

「ですから、わたくしからお詫びの品を用意いたしました」

「お詫びだなんていいのよ。あの侍女には、そろそろ縁談を用意しようと思っていたところだったから」

　もうすぐ暇を出すつもりだった、とデルフィーナは言った。

　その表情はどこかほっとしているように見える。

　当然だろう。

　誰だって夫の愛人など傍に置きたくない。

　だからといって、遠ざければ王太子の不興を買うに違いないと思うと、手をこまねいていたに違いない。しかも、追い出せば、嫉妬に駆られてみっともない、などと妻の狭量きょうりょうとされてしまうこともあるのだから、やりきれないことだ。

「マーヴィンさまに、大変珍しい月毛の馬をお贈りいたします」

「この子に？」

　足元で遊んでいた息子のマーヴィン王子をデルフィーナが見た。

「馬？　月毛の？」

　意外だったのか、どう答えていいかわからないようだった。

「ご覧になればきっとお気に召しますわ」

　そう言って中庭までデルフィーナとマーヴィン王子を案内する。今日はいい天気で、デルフィーナも肩の荷が下りたからか、機嫌良く中庭まで足を運んだ。

　あらかじめ整えていた手はず通り、そこには金色に輝くような毛艶の馬が一頭たたずんでいた。

「まあ、黄金のよう……」

「気性もおとなしく、とてもよく訓練されておりますのよ」

　マーヴィンはその美しさはまだわからないようだったが、馬に興味があるようではしゃいで声をかけている。馬丁ばていが近づいても大丈夫だと王子を腕に抱いた乳母に話しかけている。

「まだ騎乗するには、はやいですね」

　馬に手を伸ばす幼い王子の姿は微笑ましく、デルフィーナも頬をゆるめている。

「こんな美しい馬を見たことがないわ。とても貴重で高価なものなのではないの？」

　レイリアは曖昧に微笑んで答えなかった。

　そもそもいくらで手に入れたかは知らない。

　アリスがこれほど美しい月毛の馬は滅多に生まれないと牧場主に言われた、という話を聞いただけだ。

「次の王太子となられるマーヴィンさまに、ふさわしい馬だと思います」

　レイリアは王子の代わりとしてデルフィーナに馬に乗ってみるよう勧めた。

「私が？　ひとりで？」

「ええ、ですが、王太子殿下に怒られてしまうでしょうか？　危険だと」

　その言葉が却ってデルフィーナをやる気にさせたようだ。

「かまわないわ」

　馬丁の助けを借りてデルフィーナが馬の背に乗った。

「ひとりで馬に乗るのなんて、ずいぶん久しぶりだわ！」

　晴れ晴れとした表情ではしゃぐデルフィーナは、少女のように無邪気で楽しげだ。

「マーヴィン、お母さまが馬に乗っているわよ！」

　はしゃいで息子に手を振る王太子妃を、レイリアは見つめていた。

　いまはまだ微笑ましい光景だが、すぐに彼らは気づくだろう。

　これが裏切り者へのはなむけだったということを。









　そうして、少しずつレイリアが王城内での存在感を増しているのに反し、アシュレインは、行き詰まっていた。

　国の各地にある砦などから、武器が少しずつ持ち出されているところまで掴んでいたが、その武器がどこへ行ったかを突き止められないでいるという。

「武器を運んでいるのは、おそらく海路だと思うが……」

　そう睨んでいる、とアシュレインは言った。

　この頃、視察のため各地に赴いているアシュレインと、レイリアは久しぶりに顔を合わせていた。

　そして、アシュレインの不在をあやしまれないよう、王城内のいちばん広い中庭で、昼食を一緒にとりながら、会話を楽しんでいるふたり、を演じている。

　地図を広げ、妃としてレイリアに国内の話を聞かせているようで、実際はアシュレインが集めてきた情報を整理しているところだ。

「海路？　でも、辺境伯の治める地は海に面していなかったと思うけど」

「だが、川がある」

　地図を見ると、三本の川が辺境伯領には流れていた。

「このうちのひとつは運河だ。この運河は、城郭の近くから暗渠あんきょになっていて、城の地下につながっている」

「地下に？」

　城へ物資を運び入れるため、もしもの時に辺境伯らが脱出するためのものだという。

「大量の武器を運ぶのに陸路では目立ちすぎるし、時間もかかる。時間がかかればそれだけ各地の警備隊に遭遇して荷物を検あらためられる危険が伴う。だから、船で各地から少しずつ集めた武器を、その暗渠のどこかで集めて違う船に載せ替え、海へ向かい、さらに大型の船に集めているのではないか」

　密かに港を見張らせているが、何しろ辺境伯領は要所で交易も盛んなため、多くの船が行き来していてさがしきれないという。

「大型の船は、沖に停泊していてそこに中型の船で運んでいる、と見ているが……」

「船で……」

　もしかしたら、とレイリアは思った。

「バラーク殿に相談してみたらどうかしら？」

　名案だと思ったが、アシュレインは難しい顔をしている。

「バラークが、この陰謀に加担していないという保証はない」

「え？」

　レイリアは驚いた。

「あれだけの財を一代で築いたのだ。悪どいことをしていないということはないだろう。そういう噂も聞いたことがある」

「それは……」

　反論できるほど、レイリアはバラークのことを知らないことに気づいた。

「でも、そんな方だったらわたしに遺産を渡さないと思うわ。渡すにしても、財産の半分なんてことはしないでしょう？　祖母が譲った船と同額のお金だけを私に渡すこともできたはず」

　だが、バラークはそうしなかった。

　祖母も亡くなり、誰に責められるはずもないのに、律儀に遺産として財産の半分をレイリアに渡したのだ。

「俺は疑問だが……それに、バラークに接触したことが兄の耳に入れば余計な警戒をされかねない」

「でも、わたしにはバラーク殿に会う理由があるし、それを誰かに知られても、不自然なことではないでしょう？　だから面会を求めてみるわ。一度、会ってその人となりを知りたいというのもあるから」

　止めても無駄だと思ったのか、またはアシュレインも手詰まりだと思っていたのか……。

「わかった。今となっては君も王族の一員としての身分がある。だから、大商人であるバラークと大っぴらに会うのは避けた方がいい」

　王族が、特定の商人と親しくしすぎると、公平性を疑われてしまうからだ。

「ええ、わかったわ」

　昼食を食べ終わり、アシュレインは自分の執務室へ戻っていった。

　レイリアは中庭に残り、どうすればバラークに会えるかを考えた。

　遺産を受け取った日、バラークに会いたいと頼んだのだから、いつか連絡がくるだろうが、いまは悠長に待っていられない。

　バラーク海運商会に連絡を取ったところで、時間がかかる気がする。彼は多忙で、いまもどこに滞在しているかわからないと言っていた。

　そうなれば、事情を知っているあの代理人の男に、直接連絡を取るのがいちばんの近道ではないか。

　だが、どうやって、と考えた時、ひとり連絡先を知っていそうな者の心当たりがあった。

「……そうだわ！」

　王立銀行の男だ。

　あの時は、名前も聞かなかったが、顔さえ見ればわかるはず。

　レイリアはとるものもとりあえず馬車を走らせ、エルド王立銀行へ向かった。

　主な顧客は貴族である王立銀行は、歴史の重みを感じられる重厚な建物で、近寄りがたい雰囲気を漂わせていたが、レイリアはここぞとばかりに王子の妃という身分を利用して、やや強引に訪問した。

「ひ、妃殿下!?　ど、どうなさったので？」

　見覚えのある男は机の上に跳び乗らんばかりに驚いている。

「あなたに用があってきたのよ」

　男は息をのんで声を震わせながら言った。

「まさか遺産をいまここで全額引き出すなんておっしゃいませんよね？」









　辺りが静まりかえった夜更け、レイリアは目立たぬよう地味な外套のフードを目深に被り馬車から降りた。

　すでに迎えの者が小さなランプを手に待っていて、ひそめた声で言った。

「こちらです」

　誰とは問わない。

　レイリアはうなずくだけで足元を照らすランプの光を追って歩いていくと、さらに吸い込まれそうなほど真っ暗な闇が現れた。

　目を凝らすと、闇はわずかに揺れている。

　それは、見上げるほどの巨大な船だった。

　ここは、アンジェラが旅立った港のすぐ近くにある、バラーク海運商会が独自に岸壁を切り開き造った専用の港だという。

　眠っているように静かに停泊している船への橋桁はしげたを渡っていくと、甲板かんぱんには誰の姿もない。

　レイリアの訪問に備えて人払いがされているのだ。

「ここからはおひとりで……」

　うなずいたレイリアにランプを渡し、案内役の男は闇に消えていった。示されたとおり、船尾に向かうと両開きの扉が見えた。

　叩扉ノックしてから、真鍮の取っ手を掴んで力を込める。

　かすかに軋んで扉が開くと眩しくて目を眇めた。ぼんやりとした視界に、椅子に座った人影が見える。

　そうして、後ろ手に扉を閉めるとその人影がゆっくりと立ち上がった。

「……妃殿下」

　たくましい体躯に、よく日焼けした顔。そこに刻まれた皺しわは、長い時を海の男として渡ってきた貫禄があった。

「あなたが……」

　バラークがレイリアの前に進み出て跪いた。

「おやめください」

　あわてて駆け寄りレイリアはその肩に手を置いた。

「いえ、私はなんの身分もなく、本来なら妃殿下の御前に出られるはずもない身です。それなのに、このようにお目にかかる機会を与えていただき、光栄にございます」

「わたくしの方こそ、お目にかかりたかった……」

　そうして、お互いようやく向かい合って椅子に落ち着いた。

　船室内には使い込まれた家具と、異国のものと思われる見たことのない置物がいくつもあった。

　改めてバラークが笑顔を見せた。

「なかなかご連絡できずに申し訳ありませんでした。エルド王国から遠く離れた港に滞在しておりましたので」

「わたくしこそ、手紙のひとつもお送りせず……」

　バラークが、レイリアをじっと見つめて言った。

「ああ、お祖母さまの面影がおありだ」

　バラークの眦に光るものがあった。

「祖母のこと、憶えておられますか？」

　もちろんだとバラークは何度もうなずいた。

「遠い昔のことですが、いまでもはっきりと思い出せます。忘れたことなどありません。あの時は……驚いた」

　祖母との出会い、そして、その時の自身の境遇をバラークは淡々と語った。

　絶望の淵にあった彼に、手を差し伸べたのは祖母だけだったと。

「最初は、とんでもない、と何度も固辞したのですよ。そうすると、だんだんとお祖母さまは苛立たれて、最終的には怒り出してしまわれたのです」

「それは……」

　なんだかレイリアは申し訳なかった。

　祖母はかなり強引に船を押しつけたようだ。

「それからは必死で働きました。何度もくじけそうになりましたが、そんな時には不思議と決まっていい風が吹いた。お祖母さまは、別れ際、修道院へ入ったら神に私の幸運を祈ると言ってくださっていたので、きっとそのおかげだと思っておりました」

「そうだったのですね……」

　レイリアは、祖母がひとりの青年の人生を変え、その後も長い間心の支えとなっていたことを誇りに思った。

「そして、まだ幼い妃殿下のことを……案じておられましたよ」

「え……」

　母を亡くしたレイリアを置いて、修道院に行ってしまった祖母を薄情だと思ったこともある。だが、いくら自分の娘が産んだ子とはいえ、ディトン家の娘であるレイリアを、祖母が引き取ることはできなかっただろう。

　祖母もつらかったに違いない。

　そう思うと、船は希望だったのかもしれないと思えた。

　なにかに想いを託したいという祖母の。

　そして、それがバラークの手に渡り、レイリアのもとに形を変えて戻ってきたのだ。

「お祖母さま……」

　堰せきを切ったように涙が溢れてきて、しばらく話すことができなかった。

　ようやく落ち着きを取り戻したレイリアは口を開いた。

「それで、今日こちらに参ったのは他でもありません。こんなことを頼むのは、本当に心苦しいのですけど、お力を貸してほしいのです」

　公にせずに会いたい、という連絡だったのだ。

　あらかじめバラークも察するところがあったはずで、少しも驚いた様子を見せず話の続きを促す。

「妃殿下のお頼みとあらば、なんなりと」

「実は……」

　レイリアはこれまでの経緯を話した。

　アシュレイン王子がヴィセンテ王国と王太子、ブラウン辺境伯の陰謀を暴こうとしていることを。

　だが、決定的な証拠が掴めず、あと一歩王太子を追い詰められないでいる、と。

　おだやかだったバラークの表情が次第に険しくなっていく。

「……なるほど」

　すべてを話し終え、レイリアは一度息をついて言った。

「アシュレイン殿下は、ご助力には必ず報いる用意があるとおおせです」

　そう言うとバラークは声を出して笑った。

「お祖母さまに受けたご恩を、私はまだ返しきれていないと思っています。ですが、この先国王となられるアシュレイン殿下のお気遣いを無下にはできますまい」

　さすが大商人だけあって、すぐに先を見通した予想ができるのだろう。

　そんな抜け目なさを垣間見せ、バラークは両手を組み合わせた。

「私が調べれば、船で運ばれる荷は、どんなものでも行方がわかります。必ずやアシュレイン殿下のお力になりましょう」

　最後にくれぐれもよろしく頼む、と伝えてからレイリアは席を立った。

「妃殿下……」

　呼び止められてレイリアは振り返った。

「アシュレイン殿下と結婚なさって……いま、おしあわせですか？」

　すぐには答えられなかった。

　しあわせ？

　少し考えてみても、アシュレインと結婚してそんなものを感じたことはなかった。

「……それは、わからないのです。まだ……」

　正直に答えてしまったことを、レイリアは後悔した。

　表向きとして、しあわせだと答えればいいだけだったのに、なぜかできなかった。

「出過ぎたことを申しました。つい、妃殿下を自分の孫のように感じてしまい……お忘れください」

　私は、仕事に明け暮れ家族を持たなかったので、とバラークが寂しげに笑った。

　レイリアは次は必ずアシュレインと共にバラークのもとを訪ねることを約束してその船を後にした。
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　そうして、バラークの使いが報せを持ってやってきたのは、二日後だった。

　目立たぬように商人の姿でやってきたその使いとアシュレインは人払いした執務室で謁見し、その後、妃とお茶の時間を過ごす、ということにしてレイリアの部屋にやってきた。

　テーブルにはアリスの用意したお茶と果物、ケーキが並べられていて、アシュレインは椅子に腰を下ろすなり話をはじめた。

「……やはり船だ。大型の船で、沖をうろうろして近くの港と港を行き来だけしているものがあるという」

「どうするの？」

　アシュレインはようやく紅茶のカップを手にしてにやりと笑った。

「その船を奪う」

　海上で襲撃し、船を奪ってそのまま別の港へ移動させる、と言う。

「そんなことを？」

「船には、秘密が漏れないように必要最低限の人員しか置いていない、ということまでバラークの手の者が調べてくれている」

　ここまで周到な調査を二日で済ませてきたことにアシュレインも驚いていた。

「ここで武器を載せた船の行方がわからなくなれば、ヴィセンテ王国は兄の裏切りを疑うはずだ。兄はブラウンほどしたたかではないからな。そうなれば疑われて窮地に立った兄は、なんらかの行動を起こすだろう。そこを押さえる」

　さらに、バラークはアシュレインに協力して船と水夫も提供すると伝えてきたという。

「バラーク海運商会の船が協力してくれるのはやはり心強い」

　アシュレインがぐっと力を込めて拳を握りしめた。

「すぐに決行する」

　そう言って立ち上がったアシュレインがレイリアの腕をとった。

「寝室へ行こう」

「ど、どうして？」

　そのまま腕を引かれて寝室に押し込まれる。

「もちろん、愛する妻とふたりきりで過ごしたせいで気分が盛り上がった」

「え！」

　寝室のドアを閉めた途端、レイリアはアシュレインにくちづけられた。

「……っ」

　まったくどういうつもりかわからないまま、レイリアはいつも翻弄されてしまう。

　なぜかアシュレインのことを突き放せない。

　そうして、くちびるを離したアシュレインが平然としたまま囁いた。

「これから密かに港へ向かう。今日はこのまま俺とこの部屋に朝までずっといると周りに思わせてくれ」

　急に城から姿を消すと、アシュレインの動向を窺っている兄の側近に気取られてしまうからという。

「わかったわ」

「これが成功したら、すべて君のおかげだ、レイリア」

　そう言ってアシュレインは目立たぬように身を隠し港へ向かった。









　二日後、城は大騒ぎとなった。

　なにしろ、王太子が捕縛され騎士に取り囲まれて戻ってきたのだ。

　レイリアはアリスと共に城の広場に駆けつけると、この騒ぎに国王自らも駆けつけてきたところだった。

「アシュレイン、これは……」

　アシュレインの横に縄をかけられ跪かされている王太子ジュストの姿があった。取り押さえられ抵抗したのか、あちこち傷を負っている。

「ジュストさま！」

　悲鳴が上がり、見るとデルフィーナがマーヴィン王子を腕に抱いて王太子に駆け寄ろうとしているのを騎士に止められているところだった。

　アシュレインはその姿を一瞬視界に入れたようだったが、かまわず国王に向き直った。

「反逆の疑いで捕らえました」

「では、やはり噂は本当だったのか……」

　どうも国王のもとにも、クレト王国から王太子の動きが怪しいとの報告があったようだった。

「でっちあげです！　陛下！　アシュレインがバラーク海運商会を使って、今回のことをでっち上げたのです！」

「……バラーク海運商会？」

　デルフィーナがゆっくりと首を回してレイリアを見たことに気づく。

　レイリアは、なんの表情も浮かべずその視線を受け止める。

　デルフィーナを邪魔だと思ったことはない。

　だが、レイリアの望みを叶えるということは、こういうことなのだ。

「王太子は、各地の砦に備蓄してあった武器や兵糧などを無断で大量に移動させていました」

「私は嵌められたんだ！　本当の犯人はこの弟だ！　私は違う！」

　ジュストがわめき散らすと騎士がその体を押さえつける。

「離せ！　なにをする、無礼な！　私は王太子だぞ！」

「王太子はブラウン辺境伯と共謀し、今回の反逆を企てたようです。証拠はあります」

　そう言ってアシュレインが振り返った先には、数人の男が王太子と同じように捕縛されていた。

「辺境伯領の者です。この中にブラウンの直属の側近がひとりおります。この者の独断、ということはないでしょう」

「アシュレイン……おまえという奴は……どこまで……」

　王太子がアシュレインに掴みかかろうと暴れ出すが届かない。

「ジュストさま！」

　駆け寄ろうとしたデルフィーナも騎士たちに取り押さえられたところ、アシュレインが命じた。

「手荒な真似はするな。王太子妃を連れていき、自室から出さぬよう見張りを立てろ。マーヴィン王子はまた別の部屋へ」

　この異様な雰囲気に、幼い王子が泣き出した。

　悲痛な声にデルフィーナが手を伸ばす。

「いやです！　マーヴィン！　やめて、マーヴィンと引き離さないで！」

　王子は不安そうな乳母に抱かれ、騎士に周りを取り囲まれて連れていかれる。

「マーヴィン王子の安全は保証する。さあ、義姉上、あなたは部屋へ」

「なにが義姉上よ！　こんなひどい仕打ちをするなんて！　人でなし！　ジュストさまもあなたを血を分けた弟などと思っていないといつも仰っていたわ！」

　アシュレインはちらりとデルフィーナを一瞥しただけで、すぐに背を向けて行ってしまった。

　その後を引き継ぐように騎士たちがデルフィーナを取り囲む。

「王太子妃さま。さあ、部屋へ」

「近寄らないで！　いや！　マーヴィン！」

　王子の名を呼びながら床に崩れ落ちて嗚咽を漏らしていたデルフィーナがふいに顔を上げた。

　恐ろしい形相でレイリアを睨みつける。

「……あなたね？　あなたが……私からなにもかも奪おうというのね……」

　レイリアはぐっと息をのんだ。

　返す言葉はない。

「レイリアさま。お下がりください」

　騎士たちがレイリアを守るように立ち、デルフィーナに手を伸ばす。

「やめて！　触らないで！」

　抵抗も虚しく、デルフィーナは騎士たちに強く腕をとられて引き立てられた。

　だが、デルフィーナはもがきながら振り返り、レイリアに向けて言った。

「憶えておくといいわ。この国の王妃は決してしあわせになれない」

　その人が変わったような低い声のあまりの恐ろしさに、広場にいた全員が息をのんでいる。

「なれないのよ！」

　デルフィーナの壮絶な叫びが、いつまでも重くレイリアの心に残った。









　広場からレイリアが戻ると、すでにアシュレインは自室で甲冑を身につけていた。

「アシュレイン……」

　もう出発するのかと訊ねると、とにかく急いでいると答えた。

「クレト王国にはすでにこのことを伝えている。国王陛下のお心も決まった。ヴィセンテ王国はブラウンと兄を見捨てるつもりかと思っていたが、そうではないらしい。兄の首が胴体と離れる前に、クレトを制圧し、このエルドにも乗り込んでくるつもりのようだ」

　おもしろい、とアシュレインが不適な笑みを浮かべる。

「きっと辺境伯も密かに迎え撃つ準備をしているだろうが、ヴィセンテの軍と合流する前に俺が叩く」

　王子が先陣を切ることがあるなど信じられないが、アシュレインはそのつもりなのだろう。

「あの、あなたも戦うの？　それって、大丈夫なの？」

「心配するな。こう見えても腕には自信がある」

　競技会で証明しただろう、とアシュレインが明るく笑う。

「でも……」

　すっと籠手こてが目の前に差し出された。

「金具を止めてくれ」

「は、はい」

　言われたとおりにやるが侍従のように手際よくできず、かなり時間がかかってしまったが、レイリアは他になにもできない。

　アシュレインを守ってくれるよう、丁寧にしっかりとベルトを締めた。

「士気はこちらの方が高い。ヴィセンテ王国も辺境伯も潤沢な武器で戦うつもりが、当てが外れたのだから、かなり動揺しているはずだ」

　そこを叩く、とアシュレインは意気込んでいる。

　レイリアは心配だった。

　行かないでほしいと、縋すがりたくなるくらいに。

「どうか無事に、戻ってきて」

「もちろんだ」

　アシュレインはそわそわとしていていまにも戦場に飛んでいきたいくらいなのだろう。

「では、行ってくる」

　一瞬、ぐっとレイリアの頭を胸に抱き寄せたあと、すぐに踵を返して行ってしまった。

　レイリアは、その後ろ姿をいつまでも立ち尽くしたまま見送っていた。









　アシュレインが軍を率いて出陣したその日の夜、ブラウン辺境伯の要塞を兼ねている城を雷のような勢いで制圧したとの報告があった。

　その後、アシュレインの軍はクレト王国の軍と合流し、国境でヴィセンテ軍と交戦をはじめたということだった。

　昨日の報告では、戦況は拮抗していると伝えられていた。

　それからも状況は逐一報告されていたが、レイリアは不安だった。

　城の塔から、伝令が戻ってくる姿が見えないかとずっと待っていると、背後から声がかけられた。

「レイリア」

　振り返るとアリスが立っていた。

「アリス……」

「またここにいたのね」

　体が冷える、と手にしていたショールをレイリアの肩にかけてくれた。

「心配よね」

「ええ……」

　アリスも同じように心配なはずだ。

　レイリアは、アリスの体に腕を回し、その肩に頭を乗せた。

「あら、ずいぶん素直ね。もっと強がりを言うかと思ったわ」

「……とてもそんな気になれないわ」

　レイリアの沈んだ声に、アリスがやさしく背中をさすってくれる。

「そうよね、ごめんなさい」

　どうしてあのままアシュレインを送り出してしまったのだろう。

　後悔しかなかった。

　なんだか、ひどく嫌な予感がするのだ。

「そろそろ部屋に戻りましょう？」

「もう少しここで外を見ていたいの」

　また伝令が戻ってくるかもしれない。

　それだけがいまのレイリアのいちばんの希望なのだ。

「わかったわ。でも、もう少しだけよ？　あとであたたかい飲み物を侍女に持ってこさせるわね」

　アリスは、こうしてなるべくレイリアをそっとしておいてくれている。部屋にいても、心ここにあらずといった様子だからだろう。

　戻っていくアリスを見送り、また城から続く街道に目をやっていると、しばらくして、遠くに伝令の旗が見えた。

「伝令が……！」

　すぐに報告を聞きに行くためレイリアが踵を返そうとした時だった。

　突然、背後から衝撃に襲われた。

　焼けた杭を押しつけられたような熱が肌を破り体を貫く。

「あ……」

　ゆっくりと首だけ後ろを振り返ると、別人のように鬼気迫るデルフィーナの顔があった。

「デルフィーナ……さま……」

　どうしてこんなところに？

　自室で軟禁中のはずが……そう思ったところで、彼女の後ろ、塔の最上階にでるための扉の陰にマデリンの姿が見えた。

「……っ」

　夢の中のように、自分の体が倒れていくのもゆっくりと重く感じた。

　遠くで侍女の悲鳴が聞こえたが、すぐになんの音もしなくなった。

　命が終わる時とは、こうして無になっていくのだろう。






　アシュレイン






　もう会えないのかしら

　それとも、






　地獄で会えるのかしら

















第八章　叶った願い












　なんだか長い夢を見ていた気がする。

「アシュレインさま！　レイリアが……！」

　まだぼんやりしている視界にアリスの声が聞こえた。

「レイリア！」

「ア……シュ……？」

　アシュレインに両手で顔を挟まれて目を覗き込まれて、ようやく少し感覚が戻ってきた。

　あれ？　伝令を待っていたはずなのに。

　わからない……。

「どうして、ここに……？」

「無事に戻ってきたぞ」

　頬に当たる硬い感触に目をやると、アシュレインがまだ籠手を嵌めていることに気づいた。

「たったいま……戻ってきたの？　まだ籠手を……」

「あれから一度も外してない。君に外してもらおうと思っていたんだ」

　それを聞いてレイリアは体を起こそうとした。そういえば、アシュレインが出陣する前にレイリアが締めた籠手のベルト。そのまま一度も外さなかったのだろうか？　おかしなことをするものだ。きっと不便だったはず。

「すぐ外すわ……」

「そういう意味じゃない。いまはいいんだ。まだ安静にしていないといけない」

　アシュレインに体を支えられ、レイリアはまたベッドに横になった。

　さすがに少し動いただけで傷が痛んだのもあるが、とにかく体が重い。

　まるで自分のものではないようだ。

「まずは体をいたわって療養してくれ。元気になったころにはすべて終わっているから」

「すべて？」

　アシュレインがレイリアの額にかかる前髪をやさしく払った。

「ああ、陰謀に関わった者、王太子とその妃の処分など、な。もう君の心を悩ませることはなにもない」

　レイリアは、はっとした。

　そういえば、レイリアはデルフィーナに背後から刺されたのだ。

　まだ頭がぼんやりとしていて、あれからどうなったのかよく思い出せない。

「……処分？　どんな処分なの？」

　なんだか胸騒ぎがして、レイリアは立ち上がったアシュレインの服の端を掴んだ。

「ねえ、アシュレイン、待って」

　少し間があった。

「死罪だ」

　その言葉に背中の傷がするどく痛んだ。

「ど……どうして？」

「当然の沙汰だ」

　冷たく言い放つアシュレインにレイリアは首を振る。

「そんな……だめよ。重すぎるわ」

　デルフィーナには、まだ幼い王子がいるのだ。

　確かに、レイリアを刺したのはデルフィーナだが、こうして生きている。

　しかも、彼女を追い詰めたのはレイリアなのだ。

　とてもそんな厳しい処分は望まない。

「もうこれは決まったことだ。王妃を殺害しようとした罪は、いかなる事情があれど許されるものではない」

「でも……っ！」

　体を起こそうとしたレイリアが傷の痛みに呻うめくと、アリスがやんわりと肩を押さえた。

「レイリア、だめよ」

　アシュレインがレイリアから顔を背けて言った。

「君がなんと言おうが、このことはもう覆らない」

「アシュレイン」

　さっさと踵を返して出ていってしまったアシュレインを追いかけるため、レイリアはベッドから下りようとしたが無理だった。思ったように体が動かない。

「レイリア」

　倒れそうになったところをアリスに抱きとめられて、ベッドに横になるよう促される。

　枕に頭を預け、レイリアは強い痛みが治まるのを待った。

　その間、目を閉じてアシュレインの言ったことを繰り返し思い出す。

　そうすれば、なにかデルフィーナを庇う糸口が見つかるかもしれない、と。

「……王妃？」

　王妃を殺害しようとした罪、とアシュレインは言っていた。

　はっとして目を開けるとアリスがレイリアを見ていた。

「アリス……いま……」

「その前に、これを飲んで」

　スプーンで口元に運ばれたそれを飲んだ途端、あまりの苦さに体が震えた。

「な、なに……これ……？」

「お薬に決まっているでしょ。あなたは重傷の怪我人なんだから」

　アリスが微笑んだ。

「そうよ。レイリア、あなたは王妃になったの」

「え……？」

　信じられない思いでアリスを見ると、彼女は目に涙を浮かべていた。

「あなたが眠っている間、アシュレインさまが凱旋なさって、民たちからの熱狂的な歓迎ぶりをご覧になった国王陛下が、王位をアシュレインさまにお譲りになったの。すでにアシュレインさまは即位され、十七代目のエルド王国国王とおなりよ」

「アシュレインが……」

　その念願を叶えた……？

「ア……」

　また起き上がろうとしたレイリアをアリスが押しとどめる。

「だから、だめよ。まだ起きては」

　子どものようになだめられてレイリアはまた横になった。

「アシュレインさまだけではないでしょう？　あなたも、大望を叶えたのよ、レイリア」

　その言葉に呆然とした。

　王妃になりたいと、願ったのはほんの少し前だった。

　そのために、夢中で……。

　これまでに起こったことがいくつも蘇り、胸の内を複雑に渦巻いていくが、傷ついた体では受け止められない。

「わたし……が……」

　レイリアは、全身に力が入らなくなり、そのまま気を失うように眠ってしまった。









　レイリアは、ようやくベッドに体を起こせる時間が長くなってきた。

　そろそろ少しずつ歩いたりしてもよい、と医師には言われていたが、アリスがあまりいい顔をしない。王妃になったことで、以前より周りの扱いも丁寧になり、なにをするのにも侍女頭が手を貸そうとしてくる。

　傍にいる侍女は、アリスだけでいい、と訴えたものの、ひとりの侍女を重用するのは、王妃としてあってはならない、と侍女頭にやんわりたしなめられた。

　正直、窮屈だった。

　なのに、自分が王妃になったという実感もない。

　レイリアは王太子妃の助命を訴えたが、アシュレインは取り合ってくれないでいた。

　さらに、新たに国王となったアシュレインは多忙で、ふたりきりで話し合う時間もない。しかも、たまに顔を合わせれば言い争いになってしまう。それが煩わしいのだろう、アシュレインはレイリアの様子を見にくることもなくなっていた。

　もとは、お互い利害が一致したために手を組んだふたりなのだ。

　その目的は達したのだから、もう用はない、とアシュレインが思っていても仕方がなかった。

　それは、はじめからわかっていたはず。

　レイリアも、王妃になるという望みは叶った。

　誰もが羨むこれ以上ない身分。

　ふと、アンジェラがこのことを知って悔しがる姿を想像してみる。

　まずレイリアの結婚を知らせるために届いた手紙を目にして、怒りに震えるアンジェラ。それから、手紙を握りつぶして丸めてから、もう一度開いて読んでビリビリに破り捨てる……。

　レイリアは、アンジェラから以前受けた嫌がらせをふと思い出す。

　少し気になっていた青年からこっそり渡された手紙を、アンジェラに見つかって大声で読まれたあげく破り捨てられた。

　手紙と共に、まだ恋ともいえなかった思いが粉々に散り、その青年とはそれきりだ。

「ふふ……」

　そんな想像をしたところで自分が惨めでしかなく、情けなくて涙が滲んできた。

　アンジェラは、今頃、結婚した王子としあわせに暮らしているかもしれない。小さな島国の第三王子妃だとしても、愛し愛され、満ち足りた日々を送っているとしたら、きっと未来は希望しかないだろう。

　レイリアは、形だけの王妃として、このまま愛されることもなく一生変わらず過ごしていくのだ。

「アリス」

　涙を拭いてから親友を呼んだ。

「どうしたの？」

　アリスは手にハーブの入った香り袋を持っていた。彼女はいつもこうしてレイリアがベッドで心地よく過ごせるように工夫をしてくれている。

「ドレスを用意してほしいの」

「え？」

　反対されるかと思ったが、緊張した面持ちでアリスは問い返してきた。

「……どんなドレスにする？」

「あなたが、選んでくれるかしら？」

　わかった、とアリスが寝室を出ていき、少しして戻ってきた。

　それほど悩まなかったようだった。

　そうしてアリスが選んでくれたのは、飾り気のない淡い薄紫色のドレスだった。

　それは、はじめてふたりで舞踏会へ出かけた時、レイリアが着ていたものに似ていた。結婚が決まって、たくさんドレスをあつらえる必要があった時、アリスが注文してくれていたうちの一着だ。

　とても似合うと言ってくれた時のことが思い出された。

「ありがとう、アリス」









　レイリアはアリスに支えられてゆっくりとアシュレインのいる執務室に向かっていた。

　まだ歩く度に傷が痛む。

　休み休み進んでいくが、次第にその休む時間が長くなっていく。

「無理をしては駄目よ、レイリア」

「……大丈夫よ。それにしても、執務室が隣の国くらい遠く感じるわね」

　冗談を言って笑ってみたが、アリスは心配そうな顔をしたままだ。

　王妃が息も絶え絶えに侍女に支えられて歩いているのは、当然他の者の目に留まってしまう。

　だが、誰もがその異様な様子に遠巻きに見ているだけだったが、ついにその中でひとり、若い騎士が進み出てレイリアの前に跪いた。

「王妃さま。おそれながら、私でよろしければ腕にお抱えして参りましょうか？」

「……申し出てくれた貴方のやさしさに感謝するわ。でも、大丈夫です」

「ですが……」

　とても見ていられないみっともない姿なのは、自分でもわかっている。

「歩く練習も兼ねているから、手を貸さないで」

　そう言ってなんとか微笑んで見せたが、却って痛々しいのかもしれない。

　周りを困らせているのは、レイリアとしても心苦しい。

　だが、ようやくアシュレインの執務室が見えてきた。

　国王のための部屋は、城の最上階にあるので苦労した。

「ちょっと待ってて。アシュレインさまのご様子をうかがってくるわ」

　アリスが急いで先に執務室へ向かった。

　こうした場合、突然訪ねて行くのは失礼に当たる。夫婦であっても、あらかじめ訪問を告げて許可をとるべきだが、そうなるとアシュレインに避けられてしまうかもしれないと思ったのだ。

　そして、もうこの話を最後にしたい。

「あの、王妃さま……椅子をお持ちしましょうか？」

　アリスが戻ってくるのを待っている間、どこか近くの部屋から借りてくると侍女が言う。

「いいえ、このまま待つわ。大丈夫よ」

　弱っている姿をアシュレインに見せるわけにはいかない。

　気丈に振る舞い、もう大丈夫だと思わせないと、彼は決断を下せないだろうから。

　そうしていると突然扉が開いた。

「レイリア！」

　アシュレインが飛びだしてきてレイリアの姿を認めるなりすぐにその体を支えた。

「きゃ……」

　思ってもみないアシュレインの行動に、レイリアは驚き目を瞠みはった。

「おまえがついていて、どういうことだ、アリス！」

　あわてた様子で執務室から出てきたアリスに、厳しい叱責がとぶ。

「アシュレイン。わたしが頼んだの、アリスを叱らないで」

　はっとした様子でアシュレインがレイリアを見る。

「レイリア、なぜこんなことを？　まだベッドから起き上がっていいわけがないだろう？」

「もう大丈夫よ」

　だから、離れてほしい、と言ったが、アシュレインは聞こえなかったように無視している。

「すぐ部屋に……いや」

　なにか迷っている素振りのアシュレインだったが、レイリアを支えたまま執務室に向かった。

「席を外してくれ」

　そして、執務室にいた大臣や侍従たちにそう言い、窓辺に置かれた長椅子にレイリアを壊れ物のように慎重に座らせた。

「とりあえず、ここに横になっているといい。すぐに医師を……」

「いいの」

　止めるためにアシュレインの腕に触れ、すぐに離した。

　アシュレインは、なんだか苛立っているようで、そんな様子を見ていると傷ではなく胸が痛む。

「話があるのよ、アシュレイン」

　アシュレインの表情がますます険しくなり、もうほとんど怒っていると言ってもいいくらいだ。

　声もいつになく尖っていて、レイリアとは話したくないのだろう。

「話？　だったら俺を呼べばいい。なぜわざわざ君がベッドから出て歩いてきたりするんだ」

「あなたは忙しいでしょう？　国王なのだから」

　それにもう傷はずいぶんよくなった、とレイリアは言ったが、アシュレインはまったく信じていない疑わしそうな目で見ている。

「わたしたち、お互いもう目的は達したと思わない？」

　何度も心で繰り返していたことが、ふいにこぼれ出すように声となった。

「な……」

「だから、終わりにしましょう」

　この話を切り出したことに、レイリアは自分でも呆然としてしまう。

　これでもう引き返せない。

　アシュレインは、黙ったままレイリアを見つめている。

「あなたは国王になったのだから、もうわたしは、必要ないでしょう？」

　はじめから、修道院に行けばよかったのだ。

　継母に言われた時は反発しか感じなかったが、いまでは祖母が修道院に入った気持ちがよくわかる。

　耐えられないのだ、いまの場所にいることが。

　心を苛む、悲しみや、憎しみ、そのしがらみから遠ざかってしまいたい。

　その一心で大事な場所から離れるのだ。

「君の望みは、王妃になることだろう!?」

「……もう、叶ったわ」

　レイリアは静かに伝えた。

「わたしは……もう王妃でなくてもいいの」

　アシュレインは、しばらく立ち尽くしていた。

　そして、ふらりと近くの椅子に倒れ込むように座った。

「だったら……俺はなんのために……」

　右手で額を押さえて呆然とつぶやくアシュレインの声は、力がなく気が抜けてしまったようだ。

「わかった。これで終わりなら……君の望みをすべて叶えよう……デルフィーナの死罪も減じる」

　その話はこれからするつもりだった。

　レイリアが王妃でなければ、デルフィーナの罪は軽減されるのではないかと訴えるつもりではいたが……。

「結局、君が正しかった……。デルフィーナは、死罪が相当ではあるが、その身分と君の嘆願があれば、聞き届けて罪を減じてもかまわないものではあった」

「だったら、どうして……」

　頑なに彼女を断罪することにこだわったのか。

「ブラウン辺境伯とヴィセンテ王国を叩くとなって出陣して、ようやく戻ってきた時、君が刺されたと聞いて、俺はどうかしてしまった。絶対に許せるものではないと、激情のまま死罪にせよと叫んだ」

　アシュレインは苦しげに目を閉じたまましばらく黙っていた。

「このまま、レイリア、君を失うと思うと……とても、冷静ではいられなかった」

「え……」

　レイリアが驚いたことで、アシュレインも顔を上げた。

　お互い見つめ合ったまま、長く時が止まったようだった。

　そうして、ようやく呪縛から解かれたように、レイリアは訊ねた。

「それって……どういうこと……？」

　アシュレインが眉を寄せ険しい表情で口を開く。

「どうって……どうだと思うんだ」

　その反応に、レイリアもつい険のある言い方をしてしまった。

「そんなの、わからないわよ！　……痛っ！」

　大きな声を出して傷が痛み、レイリアは呻いて屈み込んだ。

「レイリア！」

　アシュレインが跳ねるように椅子から立ち上がり、レイリアの体を支えてその顔を覗き込む。

「大丈夫か？」

　そのまま抱きかかえるようにしてレイリアを長椅子に横たえさせた。こうなると、痛みが遠ざかるまでしばらくかかる。

「だ、大丈夫よ……」

　痛々しそうにアシュレインの表情が歪む。

「……なぜ、俺を刺さなかったんだ、こんな華奢な体によくも……」

「アシュレイン……」

　レイリアはかすかに微笑んだ。

「あなたじゃなくてよかったわよ」

「なぜそう思う？」

　正面から問われてレイリアは戸惑った。

　なぜ？

　そんなことは決まっている。

「え……当然でしょう？　あなたは、国王だもの……」

　そう言った途端、胸の奥が震えてなにかが湧き上がってきた。止めなくては、と思うと代わりに涙がこみ上げてきた。

「レイリア……」

　俯いた顔をアシュレインが覗き込んでくる。

「違うの、これは……離して、お願い」

「嫌だね」

　手で覆った顔を背けてしまいたいのに、アシュレインがそれを許さない。

「レイリア、どうか君にはこれからも王妃としていてもらいたい」

　こんなことは予想していなかったレイリアは驚いた。

「そのためになら、この身も心もいくらでも君に捧げる」

　まさか、と思うと涙も止まり、信じられない思いに体から力が抜ける。

「君を愛している、レイリア」

　レイリアはアシュレインの顔をまじまじと見つめてしまった。

「どうして？　いつから？」

「い、いつから？」

　めずらしくアシュレインの声が裏返っていて、そんなにうろたえた様子を見るのははじめてだった。

「あんなにやさしくしただろう？」

「やさしく？」

　レイリアの胸元に、大きく息をついたアシュレインが頭を載せる。

「まったく……なんてことだ……伝わったと、思っていた……何をしても嫌がらないし……」

　ふたりで過ごした夜に、自分の身に起こったことをなるべく思い出さないようにしていたレイリアだったが、形だけの結婚、お互い利用し合うだけの関係だと思っていなければ、アシュレインに溺れ一日中彼のことしか考えられなくなっていただろう。

「だが、どこかで俺もおそれていたんだろう。君にはっきりと愛を伝えて、なんのつもりだと拒まれたらと」

　なんにせよ、望みが叶ったらどうするか、そこまでお互い考えていなかったのだ。

「いつか望みを叶えると思い続けていたが、ずっと孤独だった」

「アシュレイン……」

　レイリアは、アシュレインの髪をそっと撫でた。

　そして、その髪に潤いがなくなっていることに気づく。はじめてこの髪に触れた時、あまりになめらかで驚いたものだった。

　兵を率いて戦ってきたのだ、アシュレインは。

　そのことを指先が伝えてきた。

「このまま『背徳の王子』として身を崩すのもいいかもしれない、と思ったのも一度や二度ではない」

「でも、そうしなかったのね」

　立派だわ、と褒めるレイリアに落ち着いた声でアシュレインが言った。

「ああ、本当によかった……」

















終章　船出












　ようやく傷が治り、レイリアは正式に国王アシュレインの妃として戴冠たいかんした。

　戴冠式は玉座の間で執り行われ、レイリアは跪き、国王であるアシュレインの手から王妃の冠を戴いた。

　エルド王国代々の王妃に伝わりその頭上を飾ってきた冠は、銀細工で国王の黄金の冠と対になっている。

　この重みは、王妃になった者にしかわからない。

　アシュレインの差し伸べた手をとり、そのとなりに並び立つと、玉座の間に詰めかけていた大臣や貴族たちから拍手と歓声が上がった。
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　この度の慶事の恩赦として元王太子妃デルフィーナは罪を減じられ、終生、修道院で神に仕える生活を送ることになった。

　マーヴィンは王子としての身分は剥奪されたが、父である元王太子が離宮で幽閉されたまま、公爵となったため、その跡継ぎとされることとなった。ただ、その一生に自由はそれほどないという。

　玉座とは、恐ろしい馬のようだとアシュレインは言った。

　暴れ出すと多くの者を振り落としてしまう。

　だから、手綱をゆるめることなく、操らねばならない、と。

　間違った道を進まぬために。









　岬に張られた天幕からレイリアが顔を出すと、潮風が髪を撫でるように吹き去ってゆく。

　辺りの草原を風が渡る気持ちのいい天気に、レイリアは大きく息を吸い込んだところだった。

「……姉さん」

　振り返るとエルリックがひとり立っていた。

「エルリック？　どうして……」

　しばらく見ない間に弟の顔立ちが変わったように思えて、少し大人びたのだと気づく。

「招待されていないのに、勝手にきてごめん。その、伝えたいことがあって……アリスに聞いたら、ここにいるって……でも、すぐ帰るから」

　アリスは、当然、エルリックのことも幼い頃から知っている。きっと、頼ってこられて冷たくできなかったのだろう。アリスらしい計らいだった。

「久しぶりね……元気だった？」

　そう言うと、エルリックは、なんだか情けなさそうな笑顔を見せた。

「母さんは、いない。サンディーニへ行ったよ。アンジェラが妊娠したって報せがあって、すぐにね。それで、もう戻ってこないんじゃないかな」

　エルリックが寂しさを滲ませながら言う。

「俺のことはあっさり置いていったよ。もちろん、俺は領主だから一緒に行けるはずはないんだけどさ」

　レイリアが黙っているからか、そのままエルリックが続けた。

「俺、母さんがいなくなって、最初は心細くてさ。あっさり置いていかれたことに腹を立てて、自棄やけになったりしてたけど、その内、自分でいろいろなことを考えられるようになってきたんだ。ずっと母さんのいいなりだったからさ……馬鹿だったよ」

「エルリック……」

　なんだか吹っ切れたような口調でエルリックが続けた。

「だからさ、俺、王都を離れて領地で暮らしていくことにしたよ。そして、ちゃんと領主としての責任を果たすつもりだよ」

　エルリックは、あくまでレイリアに弟として接しようとしている気がした。

　王妃となったレイリアに対して自分から距離をとるつもりなのだ。

「だから、姉さんも元気で……」

　踵を返そうとした弟をレイリアは思わず呼び止めた。

「エルリック」

　意外そうな表情で振り返ったエルリックに、レイリアは言った。

「あなたも元気で。そして、アンジェラに伝えて、おめでとうって」

　アンジェラが結婚した時もかけなかった言葉だ。

　だからといって、継母とアンジェラにまた会いたいなんて気持ちは湧いてこない。

　もうレイリアの心に、彼女たちがずっと不当に占めていた場所はもはやないことに気づいたのだ。

「ありがとう。きっと伝えるよ」

　エルリックは、泣きそうな顔をしながらも最後は微笑んで手を振り去って行った。

　しばらくその後ろ姿を見送っていると、背後から声がかかった。

「進水式に誘ってやればよかったんじゃないか？」

　振り返ると、アシュレインが馬から降りるところだった。

「そうね、でも……」

　寂しげなエルリックの背中を見て、レイリアも考えなかったわけではなかった。

「きっと遠慮したと思うわ。それでいいのよ。ディトン家の者たちは、皆自分で選んだ道を、もう別々に歩んでいるのだから」

　もし、エルリックがこの先、窮地に陥ってレイリアに助けを求めてきたらその時はよろこんで手を差し伸べるだろう。

　だが、そんな日は来ないような気がした。

「さあ、そろそろ時間だ」

　アシュレインが構えた腕にレイリアは手を添え、歩きはじめた。

　バラーク海運商会に依頼していた船が完成し、今日はその進水式だった。その船を一目見ようと、多くの民が押し寄せている。

　レイリアは、その式には出席せず、港の見える岬でアシュレインとふたりで静かに見守ることにしていた。

「立派な船だ」

　レイリアが注文したのは、バラーク海運商会の造船技術の粋を集めた大型船だった。

　進水式は、アリスとその夫、チェスター伯爵に任せていた。そして、ふたりには、そのまましばらく船旅を楽しんでもらうことになっている。

「君は、真っ先に乗らなくてよかったのか？」

「いいのよ。チェスター夫妻には、たくさん世話になったもの。いくらでも好きな場所へ行ってきてって伝えたわ」

　夫とふたりきりで旅行をするのははじめてだと、アリスはよろこんでいた。

　そんな話をしていると、船が進水をはじめるのだろう、白い鳩が放たれ、晴れ渡った青い空へ一斉に飛んでいく。

　その様子に目を細めながら、レイリアはとなりに立つアシュレインに言った。

「この船は、いずれ、マーヴィンさまに譲ろうと思っているわ」

　幽閉された父と、共に暮らすまだ幼い子に。

「レイリア……、君がそこまで背負うことはない」

　兄との確執に巻き込んだのは、自分だとアシュレインが表情を曇らせる。そんな夫にレイリアは微笑んでみせた。

「もちろん、受け取ってくれるかわからないわよね」

　その船に、実際マーヴィンが乗れるのかも。

「でも、こうしてわたしの想いは船という形にして海へ送り出したわ。マーヴィンさまに、きっと届くと思ってる」

　時を超えてレイリアのもとに届いた祖母からの船のように。

　あの日、港にいたレイリアは、その後自分に何が起こるかなんてまったく知らなかった。

「レイリア」

　そっとアシュレインがレイリアを抱き寄せた。

「君を妻にできてよかった」

　ふたりは、海へ進んでいく船を眺めながら、しずかにその無事を祈った。
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